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檔
案
と
は
主
と
し
て
中
国
の
政
府
機
関
が
政
務
運
営
の
た
め
に
発
行
し
、
保
管
し
て
き
た
文
書
を
い
う
。
ま
た
現
代
中
国
語
で
は
各
機

関
が
保
有
す
る
個
人
の
履
歴
や
思
想
信
条
な
ど
の
記
録
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
当
時
の
行
政
に
用
い
ら
れ
た
実
際
の
書
類
で
あ

り
、
そ
の
点
で
は
何
ら
か
の
事
柄
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
意
図
し
て
編
纂
さ
れ
た
多
く
の
中
国
の
歴
史
文
献
に
比
べ
て
史
料
的
価
値
が

す
こ
ぶ
る
高
い
。
檔
案
は
厳
密
に
い
え
ば
法
制
史
料
で
は
な
い
が
、
行
政
一
般
に
関
わ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
法
制
関
係
を
も
包
括

す
る
一
次
史
料
と
し
て
重
要
な
意
味
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
檔
案
は
一
般
に
は
古
文
書
な
い
し
ア
ー
カ
イ
ブ
と
い
わ
れ
る
が
、
中
国
で
は
日
本
や
西
洋
に
比
べ
て
一
八
世

紀
以
降
に
偏
在
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
歴
史
上
の
混
乱
度
が
他
地
域
に
比
べ
て
抜
き
ん
で
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
中
国
歴
代
王
朝
の
末
期
に
は
頻
繁
に
大
規
模
な
農
民
反
乱
が
起
こ
り
、
そ
の
た
び
に
政
権
そ
の
も
の
を
転
覆
し
か
ね
な
い
事
態
が
生

じ
た
。
中
国
で
は
多
く
の
公
文
書
が
地
方
の
役
所
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
長
期
の
大
混
乱
に
お
い
て
は
そ
う
し
た
建
物
は
焼
き
討
ち
の

対
象
と
な
り
、
文
書
も
ま
た
同
じ
運
命
を
た
ど
る
こ
と
が
珍
し
く
な
か
っ
た
。

　
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
歴
史
学
で
利
用
さ
れ
る
檔
案
の
比
重
が
相
対
的
に
小
さ
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
中
国
で
は
印
刷
技
術
が
世
界
で
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も
突
出
し
て
早
く
か
ら
発
達
し
、
学
問
は
そ
の
出
版
文
化
に
支
え
ら
れ
て
発
展
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
過
程
で
版
本
と
呼
ば
れ
る
版
木
に

刻
ん
で
印
刷
す
る
書
物
が
尊
重
さ
れ
、
校
訂
や
書
式
・
分
類
な
ど
を
整
理
・
体
系
化
す
る
書
誌
学
と
い
う
学
問
も
生
ま
れ
た
。
中
国
の
伝

統
的
な
歴
史
学
で
あ
る
史
学
も
ま
た
こ
の
版
本
を
重
用
し
、
い
っ
た
ん
版
本
と
し
て
の
書
物
が
完
成
す
る
と
、
そ
の
材
料
に
な
っ
た
原
文

書
に
直
接
関
心
を
向
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
伝
え
ら
れ
る
数
量
が
決
定
的
に
乏
し
か
っ
た
こ
と
が
檔
案
を
評
価
し
得
な
か
っ

た
主
要
因
で
あ
る
が
、
学
問
的
な
利
用
に
関
心
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
と
い
え
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
中
国
に
お
い
て
も
二
〇
世
紀
に
入
る
と
、
歴
史
学
の
資
料
と
し
て
の
価
値
が
初
め
て
認
知
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
代
表
は
《
内
閣
大
庫
檔
案
》
で
あ
る
。
こ
れ
は
皇
帝
の
詔
書
や
諭
旨
、
官
僚
た
ち
の
上
奏
、
皇
帝
の
日
常
言
行
録
な
ど
、

清
朝
の
中
央
集
権
体
制
下
の
文
書
行
政
に
お
い
て
実
際
に
作
成
さ
れ
た
書
類
と
し
て
紫
禁
城
内
の
内
閣
大
庫
と
い
う
巨
大
な
倉
庫
に
代
々

保
管
さ
れ
、
官
僚
た
ち
に
よ
る
政
務
の
参
考
に
供
し
て
き
た
お
び
た
だ
し
い
数
の
文
書
群
で
あ
る
。
宮
中
に
秘
蔵
さ
れ
一
般
に
そ
の
存
在

が
知
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
文
字
通
り
発
見
さ
れ
た
《
甲
骨
文
字
》、《
敦
煌
文
書
》、《
居
延
漢
簡
》
と
と
も
に
〝
四
大
発
見
〟

と
称
さ
れ
る
。

　
も
っ
と
も
《
内
閣
大
庫
檔
案
》
は
保
管
に
場
所
を
と
り
、
再
利
用
の
見
込
み
も
立
た
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
部
を
残
し
て
約
八
〇
〇

〇
の
麻
袋
に
詰
め
て
紙
屋
に
売
却
さ
れ
そ
う
に
な
り
、
識
者
が
あ
わ
て
て
買
い
戻
し
た
と
い
っ
た
逸
話
が
あ
る
よ
う
に
、
民
国
初
期
に
お

い
て
は
そ
の
史
料
的
価
値
が
あ
ま
り
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
一
九
二
四
年
、
清
朝
最
後
の
皇
帝
溥
儀
の
居
住
が
許
さ
れ
な

く
な
っ
た
こ
と
で
紫
禁
城
が｢

故
宮｣

と
名
を
変
え
る
と
、
辦
理
清
室
善
後
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
宮
廷
文
物
と
と
も
に
故
宮
博
物
院
所

蔵
の
文
書
と
し
て
よ
う
や
く
管
理
・
整
理
・
分
類
に
着
手
さ
れ
た
。

　
だ
が
、
そ
の
後
日
中
戦
争
と
国
共
内
戦
の
戦
乱
の
な
か
で
再
び
作
業
は
中
止
さ
れ
、
文
書
も
疎
開
と
い
う
受
難
の
歴
史
を
経
て
各
地
を

転
々
と
し
た
結
果
、
北
京
と
台
北
に
分
割
保
管
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
現
在
北
京
の
檔
案
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
に
、
台

北
の
檔
案
は
主
に
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
お
よ
び
故
宮
博
物
院
文
献
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
に
は
明
清
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檔
案
一
二
〇
〇
万
件
（
う
ち
明
代
檔
案
は
三
〇
〇
〇
件
余
と
ご
く
少
な
く
、
大
半
は
清
代
檔
案
）
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
、
数
量
は
最
多

を
誇
っ
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
《
内
閣
大
庫
檔
案
》
の
ほ
か
、
宮
中
、
軍
機
処
、
内
務
府
、
宗
人
府
、
六
部
各
処
な
ど
の

檔
案
が
あ
り
、
全
七
四
宗
に
分
類
さ
れ
、
閲
覧
に
供
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
台
湾
で
は
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
に
《
内
閣
大
庫
檔

案
》
三
一
万
件
余
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
故
宮
博
物
院
文
献
館
に
宮
中
、
軍
機
処
、
六
部
各
処
、
史
館
な
ど
の
檔
案
四
〇
万
件
余
が

収
蔵
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
整
理
・
公
開
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
に
述
べ
た
檔
案
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
皇
帝
を
含
め
た
中
央
政
府
の
各
官
庁
が
作
成
し
た
文
書
や
地
方
高
官
の
中
央
政

府
へ
の
報
告
書
、
さ
ら
に
は
皇
族
関
係
書
類
な
ど
か
ら
な
り
、
か
り
に
こ
れ
ら
を
中
央
檔
案
と
呼
ぶ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
対
し
て
地
方
行

政
の
末
端
機
関
で
や
り
取
り
さ
れ
た
徴
税
、
裁
判
、
治
安
・
警
察
な
ど
に
関
す
る
文
書
、
す
な
わ
ち
地
方
檔
案
な
る
も
の
も
わ
ず
か
な
が

ら
現
存
す
る
。
そ
れ
ら
に
は
後
述
す
る
《
太
湖
庁
檔
案
》
や
《
清
代
巴
県
檔
案
》
の
ほ
か
、
今
世
紀
に
な
っ
て
新
た
に
脚
光
を
浴
び
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
地
方
檔
案
は
中
央
檔
案
に
比
べ
て
も
現
存
す
る
も
の
の
絶
対
数
が
質
量
と
も
に
決
定
的
に
少
な
い
が
、

中
央
檔
案
で
は
望
み
え
な
い
ミ
ク
ロ
な
地
域
社
会
の
実
態
を
描
き
出
す
記
事
が
多
く
含
ま
れ
、
地
方
の
実
情
に
即
し
た
詳
細
な
情
報
を
提

供
し
て
い
る
点
で
よ
り
優
れ
た
史
料
的
価
値
が
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
檔
案
史
料
の
な
か
か
ら
、
法
制
史
関
係
を
中
心
と
し
て
《
内
閣
大
庫
檔
案
》
の
一
つ
で
あ
る
《
刑
科
題
本
》、
皇

帝
の
上
諭
の
原
本
で
あ
る
《
上
諭
檔
》、
政
府
高
官
の
政
務
報
告
な
ど
か
ら
な
る
《
宮
中
檔
》
の
う
ち
の
《
漢
文
硃
批
奏
摺
》、
地
方
檔
案

を
代
表
し
て
《
太
湖
庁
檔
案
》
と
《
清
代
巴
県
檔
案
》
の
五
種
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
、
併
せ
て
具
体
的
な
読
解
を
試
み
る
。
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一
　
刑

科

題

本

【
解
題
】

　
題
本
と
は
内
外
高
官
の
皇
帝
へ
の
政
務
報
告
文
書
の
一
つ
で
、
文
書
は
基
本
的
に
は
吏
・
戸
・
礼
・
兵
・
刑
・
工
の
六
つ
の
部
局
ご
と

に
分
類
さ
れ
た
。《
刑
科
題
本
》
と
は
、
こ
の
う
ち
の
刑
部
、
す
な
わ
ち
刑
律
や
獄
訟
と
い
っ
た
司
法
行
政
を
担
当
す
る
部
局
の
管
轄
内
容

に
関
わ
る
題
本
を
い
う
。

　
全
国
で
発
生
し
た
刑
事
事
件
の
う
ち
軽
罪
の
処
決
に
関
し
て
は
地
方
官
僚
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
た
が
、
殺
人
事
件
の
徒
刑
、
流
刑
、
充

軍
（
兵
営
に
派
遣
す
る
重
い
流
刑
）、
発
遣
（
辺
地
に
派
遣
し
て
労
役
に
就
か
せ
る
重
い
流
刑
）
は
刑
部
に
、
死
刑
は
皇
帝
に
最
終
決
定
権
が
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
死
刑
相
当
の
案
件
の
多
く
は
詳
し
い
経
過
報
告
が
皇
帝
に
上
奏
さ
れ
た
。

　
清
代
の
死
刑
判
決
に
至
る
流
れ
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
州
県
で
の
審
理
が
府
に
報
告
さ
れ
、
続
い
て
按
察
使
、
督
撫
（
総
督
・
巡

撫
）
に
上
申
さ
れ
る
。
督
撫
は
そ
の
内
容
を
題
本
に
よ
っ
て
中
央
の
通
政
使
司
を
経
由
し
て
内
閣
・
刑
部
に
転
送
す
る
。
案
件
は
内
閣
で

検
討
さ
れ
、
三
法
司
（
刑
部
、
都
察
院
、
大
理
院
）
の
審
議
を
経
、
意
見
書
で
あ
る
票
擬
を
付
け
て
皇
帝
に
提
出
し
、
そ
の
最
終
判
断
を
仰

ぐ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
詳
細
に
つ
い
て
は
「
六
　
清
代
刑
事
裁
判
関
連
史
料
」
参
照
）。《
刑
科
題
本
》
の
大
半
は
そ
の
過
程
で
作
成
さ
れ
た

殺
人
事
件
審
議
録
と
い
っ
て
よ
い
。

　《
刑
科
題
本
》
の
一
部
は
こ
れ
ま
で
特
定
内
容
に
限
定
し
た
史
料
集
と
し
て
い
く
つ
か
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
古
く
は
中
国
第
一
歴
史
檔
案

館
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
が
共
同
で
編
纂
し
た
『
清
代
地
租
剥
削
形
態

―
乾
隆
刑
科
題
本
租
佃
関
係
史
料
之
一

―
』（
北
京
、

中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
）、『
清
代
土
地
佔
有
関
係
与
佃
農
抗
租
闘
争

―
乾
隆
刑
科
題
本
租
佃
関
係
史
料
之
二

―
』（
北
京
、
中
華
書
局
、

一
九
八
八
年
）
が
あ
る
。
鄭
秦
・
趙
雄
編
『
清
代｢

服
制｣

命
案
』（
北
京
、
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
は
親
族
内
の
殺
人
事
件
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を
収
め
て
い
る
。
杜
家
驥
編
『
清
嘉
慶
朝
刑
科
題
本
社
会
史
料
輯
刊
』（
天
津
、
天
津
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
は
嘉
慶
年
間
の
社
会
史

に
関
係
し
た
刑
科
題
本
を
集
め
て
い
る
。

【
史
料
I
】

尹
継
善
等
「
謹
題
為
謀
死
男
命
事
」
貼
黄
〔
乾
隆
三
年
四
月
二
三
日
〕（
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
蔵
『
内
閣
檔
案
・
刑
科
』
全
宗
二
、
七
四‒

九
）

① 

原 

文

　

刑
部
等
衙
門
經
筵
講
官
、
議
政
大
臣
、
刑
部
尙
書
、
加
二
級
紀
錄
三
十
一
次
、
臣
尹
繼
善
等
、
謹

題
爲
謀
死
男
命
事
。
該
臣
等
會
看
得
。
金
大
與
羅
氏
通
姦
、
謀
死
親
夫
張
秀
如
一
案
。
據
蘇
撫
楊
永
斌
疏
稱
、
緣
、
張
秀
如
與
父
張
華

生
各
駕
一
船
、
捕
魚
爲
業
。
張
華
生
短
雇
金
大
、
在
船
幫
工
、
常
至
張
秀
如
船
上
相
幫
。
後
、
張
華
生
夫
婦
同
子
張
秀
如
駕
船
他
往
。

金
大
遂
與
羅
氏
成
姦
。
嗣
被
張
華
生
窺
破
、
將
金
大
辭
出
。
適
羅
氏
賣
魚
、
途
遇
金
大
、
欲
與
潛
迯
永
爲
夫
婦
。
金
大
輒
起
意
謀
害
、

羅
氏
允
從
。
金
大
乘
張
秀
如
睡
熟
、
潛
入
其
艙
、
坐
於
張
秀
如
身
上
、
用
繩
縛
手
。
張
秀
如
驚
喊
、
金
大
令
羅
氏
撳
住
兩
腳
。
金
大

綑
住
兩
手
、
拖
出
艙
外
。
正
欲
拋
河
、
張
秀
如
將
繩
掙
脫
跳
岸
。
金
大
卽
持
船
柱
趕
毆
張
秀
如
右
肩
甲
偏
右
、
撲
地
。
金
大
下
船
開

行
。
適
張
秀
如
復
甦
聲
喊
。
羅
氏
聽
聞
吿
知
、
金
大
復
執
梁
柱
、
又
連
毆
張
秀
如
臂
膊
後
肋
、
又
磚
毆
張
秀
如
右
耳
根
、
殞
命
。
屢

審
不
諱
。
將
金
大
依
例
擬
斬
立
決
、
羅
氏
擬
以
凌
遲
、
等
因
。
具

題
前
來
。
應
如
該
撫
所
題
。
金
大
合
依
姦
夫
起
意
殺
死
本
夫
者
斬
決
例
、
應
擬
斬
立
決
。
羅
氏
合
依
妻
妾
因
姦
同
謀
殺
死
親
夫
者
凌
遲

處
死
律
、
應
卽
凌
遲
處
死
。
臣
等
未
敢
擅
便
、
謹

題
、
請

旨
。

② 

訓 

読
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刑
部
等
衙
門
經
筵
講
官
、
議
政
大
臣
、
刑
部
尙
書
、
加
二
級
紀
錄
三
十
一
次
、
臣
尹
繼
善
等
、
謹
ん
で
題
し
、
男
命
を
謀
死
す
る
が
爲
の

事
。
該
臣
等
會
し
て
看
し
得
た
り
。
金
大
の
羅
氏
と
通
姦
し
、
親
夫
張
秀
如
を
謀
死
す
る
の
一
案
。
蘇
撫
楊
永
斌
の
疏
を
據う

け
て
稱
す
る

に
、
緣
、
張
秀
如
は
父
張
華
生
と
各
々
一
船
に
駕の

り
、
魚
を
捕
へ
て
業
と
爲
す
。
張
華
生
は
金
大
を
短
雇
し
、
船
に
在
り
て
幫
工
せ
し
め
、

常
に
張
秀
如
の
船
上
に
至
り
て
相
ひ
幫た

す

け
し
む
。
後
、
張
華
生
夫
婦
は
子
張
秀
如
と
同と
も

に
船
に
駕の

り
て
他
往
す
。
金
大
は
遂
に
羅
氏
と
姦

を
成
す
。
嗣
い
で
張
華
生
に
窺
破
せ
ら
れ
、
金
大
を
將
て
辭
出
す
。
適
々
羅
氏
、
魚
を
賣
り
、
途
に
金
大
に
遇
ひ
、
與と

も

に
潛
迯
し
て
永
く

夫め
を
と婦
と
爲
る
を
欲
す
。
金
大
は
輒す
な
はち
謀
害
を
起
意
し
、
羅
氏
允
從
す
。
金
大
、
張
秀
如
の
睡
熟
す
る
に
乘
じ
て
、
潛
か
に
其
の
艙
に
入
り
、

張
秀
如
の
身
上
に
坐
し
、
繩
を
用
ゐ
て
手
を
縛
る
。
張
秀
如
、
驚
喊
す
る
に
、
金
大
は
羅
氏
に
令
し
て
兩
腳
を
撳き

ん

住ぢ
ゆ
うせ
し
む
。
金
大
、
兩

手
を
綑こ

ん
ぢ
ゆ
う住し
、
艙
外
に
拖た
し
ゆ
つ出
す
。
正
に
河
に
拋は
な

た
ん
と
欲
す
る
に
、
張
秀
如
、
繩
を
將
て
掙さ
う

脫だ
つ

し
て
岸
に
跳
は
ね
あ
が

る
。
金
大
は
卽す
な
はち
船
柱
を

持
し
て
張
秀
如
の
右
肩
甲
偏
右
を
趕
毆
し
、
撲
地
せ
し
む
。
金
大
は
下
船
し
て
開
行
す
。
適
々
張
秀
如
復
た
甦
り
聲
喊
す
。
羅
氏
聽
聞
し

て
吿
知
す
る
に
、
金
大
は
復ま

た
梁
柱
を
執
り
て
、
又
た
張
秀
如
の
臂ひ
は
く膊
後
肋
を
連
毆
し
、
又
た
張
秀
如
の
右
耳
根
を
磚か
は
らも
て
毆
り
、
殞い
ん

命め
い

せ
し
む
。
屢
々
審
し
て
諱か
く

さ
れ
ず
。
金
大
を
將
て
例
に
依
り
て
斬
立
決
に
擬
し
、
羅
氏
を
擬
す
る
に
凌
遲
を
以
て
す
、
等
の
因
あ
り
。
題

を
具
し
て
前
來
す
。
應ま

さ

に
該
撫
の
題
す
る
所
の
如
く
す
べ
し
。
金
大
は
合ま
さ

に
姦
夫
の
本
夫
を
殺
死
す
る
を
起
意
せ
し
者
は
斬
に
決
す
る
の

例
に
依
る
べ
く
、
應
に
斬
立
決
に
擬
す
べ
し
。
羅
氏
は
合
に
妻
妾
の
姦
に
因
り
て
同
謀
し
て
親
夫
を
殺
死
す
る
者
は
凌
遲
し
て
死
に
處
す

る
の
律
に
依
る
べ
く
、
應ま

卽さ

に
凌
遲
處
死
に
す
べ
し
。
臣
等
未
だ
敢
へ
て
擅せ
ん

便べ
ん

せ
ず
。
謹
ん
で
題
し
、
旨
を
請
ふ
。

③ 

語 

釈

〈
經
筵
講
官
〉
満
・
漢
各
六
名
か
ら
構
成
さ
れ
、
毎
年
二
回
経
書
を
皇
帝
に
進
講
す
る
官
で
、
た
い
て
い
は
大
学
士
、
尚
書
、
侍
郎
が
兼
任

し
た
。　〈
議
政
大
臣
〉
軍
機
大
臣
の
こ
と
。
清
代
の
軍
事
・
政
務
上
の
最
高
機
関
で
あ
る
軍
機
処
の
業
務
を
司
っ
た
。
内
閣
大
学
士
、
六

部
尚
書
・
侍
郎
の
な
か
で
皇
帝
か
ら
最
も
信
任
さ
れ
た
者
が
任
命
さ
れ
た
。　〈
刑
部
尙
書
〉
六
部
の
な
か
で
司
法
行
政
を
司
る
刑
部
の
長

官
。　〈
加
二
級
紀
錄
三
十
一
次
〉　「
加
二
級
」
と
は
官
吏
に
対
す
る
査
定
評
価
で
す
で
に
二
等
ラ
ン
ク
の
職
務
に
適
う
と
の
評
価
を
受
け
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て
い
る
者
を
叙
す
る
際
に
記
す
も
の
。「
紀
録
」
は
官
吏
の
勤
労
を
表
彰
す
る
た
め
公
文
書
に
登
録
し
、
そ
れ
を
官
吏
が
資
格
の
よ
う
に
称

す
る
こ
と
を
許
し
た
も
の
を
い
う
。　〈
尹イ

エ
ン繼ギ

善シ
ャ
ン〉
満
洲
鑲
黄
旗
人
、
雍
正
の
進
士
、
文
華
殿
大
学
士
と
な
る
。（『
清
史
稿
』
巻
三
一
三
）。　

〈
蘇
撫
〉
江
蘇
巡
撫
の
こ
と
。
江
蘇
一
省
の
軍
事
・
民
政
を
司
る
最
高
長
官
。　〈
楊
永
斌
〉
雲
南
昆
明
の
人
、
康
煕
の
挙
人
。
乾
隆
二
年
九

月
か
ら
江
蘇
巡
撫
の
任
に
あ
っ
た
（『
清
史
稿
』
巻
二
九
八
）。　〈
疏
〉
皇
帝
に
対
す
る
上
奏
文
。　〈
例
〉
条
例
。
律
と
い
う
基
本
法
典
に
対

す
る
追
加
法
。　〈
斬
立
決
〉
死
刑
に
は
斬
刑
と
絞
刑
と
の
二
種
あ
り
、
そ
の
執
行
に
は
監
候
（
監
禁
後
に
執
行
す
る
も
の
と
し
、
再
審
の
う
え

減
刑
の
余
地
を
残
す
）
と
立
決
（
即
時
執
行
）
が
あ
っ
た
。　〈
姦
夫
起
意
殺
死
本
夫
者
斬
決
例
〉『
大
清
律
例
』
巻
二
六
、
刑
律
・
人
命
・
殺

死
姦
夫
例
「
凡
そ
姦
夫
同
謀
し
て
親
夫
を
殺
死
す
る
に
、
姦
夫
の
起
意
に
係
る
者
は
、
姦
夫
を
將
て
斬
に
決
す
」
に
よ
る
。　〈
妻
妾
因
姦

同
謀
殺
死
親
夫
者
凌
遲
處
死
律
〉『
大
清
律
例
』
巻
二
六
、
刑
律
・
人
命
・
殺
死
姦
夫
律
「
其
の
妻
妾
姦
に
因
り
て
同
謀
し
て
親
夫
を
殺
死

す
る
者
は
凌
遲
し
て
死
に
處
す
」
に
よ
る
。
凌
遅
処
死
は
斬
刑
の
な
か
で
最
も
重
い
も
の
を
い
う
。
ま
ず
四
肢
を
切
断
し
て
苦
痛
を
伴
っ

て
徐
々
に
死
に
至
ら
し
め
る
も
の
で
、
尊
属
殺
人
や
謀
反
な
ど
の
罪
に
適
用
さ
れ
た
。

④ 

和 

訳

　
刑
部
等
衙
門
経
筵
講
官
、
議
政
大
臣
、
刑
部
尚
書
、
加
二
級
紀
録
三
十
一
次
、
私
尹
継
善
ら
が
謹
ん
で
題
奏
し
た
「
息
子
を
謀
殺
し
た
」

案
件
。

　
関
係
臣
僚
ら
が
集
ま
っ
て
、
金
大
が
羅
氏
と
姦
通
し
、
夫
で
あ
る
張
秀
如
の
殺
害
を
謀
っ
た
事
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
江
蘇
巡
撫
楊
永

斌
の
上
奏
に
よ
る
と
、「
張
秀
如
と
そ
の
父
張
華
生
と
は
各
々
一
隻
の
船
に
乗
り
、
魚
を
採
る
こ
と
を
生
業
に
し
て
い
ま
し
た
。
張
華
生
は

金
大
を
臨
時
に
雇
い
、
い
つ
も
張
秀
如
の
船
で
仕
事
を
手
伝
わ
せ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
張
華
生
夫
婦
は
張
秀
如
と
同
じ
船
に
乗
っ

て
外
に
出
か
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
金
大
は
す
ぐ
さ
ま
羅
氏
と
姦
通
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
後
に
な
っ
て
張
華
生
が
そ
れ
を
見
破
り
、
金
大

を
解
雇
し
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
羅
氏
は
魚
を
売
り
に
出
か
け
た
と
こ
ろ
、
道
す
が
ら
金
大
と
出
遭
っ
た
こ
と
で
、
一
緒
に
逃
げ
て
ず
っ
と

夫
婦
に
な
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
金
大
が
た
や
す
く
張
秀
如
の
殺
害
を
思
い
つ
く
と
、
羅
氏
は
そ
れ
に
同
意
し
ま
し
た
。
金
大
は
張
秀
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如
が
熟
睡
し
て
い
る
隙
に
船
室
内
に
潜
入
し
、
張
秀
如
に
馬
乗
り
に
な
り
、
縄
で
手
を
縛
り
ま
し
た
。
張
秀
如
が
驚
い
て
叫
ぶ
と
、
金
大

は
羅
氏
に
両
足
を
動
か
ぬ
よ
う
押
さ
え
さ
せ
ま
し
た
。
金
大
は
張
秀
如
の
両
手
を
き
つ
く
縛
り
、
船
室
の
外
に
引
っ
張
り
出
し
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
い
ま
ま
さ
に
河
に
放
り
投
げ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
張
秀
如
は
縄
を
ほ
ど
い
て
逃
げ
出
し
岸
に
飛
び
上
が
り
ま
し
た
。
金
大
は

た
だ
ち
に
帆
柱
で
張
秀
如
の
右
肩
甲
骨
の
右
寄
り
を
殴
っ
て
地
に
倒
し
ま
し
た
。
そ
し
て
金
大
は
船
を
動
か
し
て
逃
げ
よ
う
と
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、
張
秀
如
は
ま
た
息
を
吹
き
返
し
て
叫
び
ま
し
た
。
羅
氏
が
そ
れ
を
聞
き
つ
け
、
金
大
に
告
げ
た
と
こ
ろ
、
金
大
は
ま
た
梁
柱
を

と
っ
て
張
秀
如
の
腕
と
背
中
を
連
打
し
、
煉
瓦
で
右
耳
の
付
け
根
を
殴
っ
て
命
を
奪
い
ま
し
た
。
た
び
た
び
審
議
し
、
供
述
に
隠
し
事
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
金
大
を
条
例
に
よ
っ
て
斬
立
決
に
、
羅
氏
を
凌
遅
処
死
に
処
し
た
く
思
い
ま
す
」
と
あ
り
ま
し
た
。

　
題
本
を
具
し
て
申
し
上
げ
ま
す
に
、
該
巡
撫
の
上
奏
す
る
通
り
に
処
分
す
べ
き
で
す
。
す
な
わ
ち
、
金
大
は
姦
夫
起
意
殺
死
本
夫
者
斬

決
例
に
よ
り
斬
立
決
に
、
羅
氏
は
妻
妾
因
姦
同
謀
殺
死
親
夫
者
凌
遲
處
死
律
に
よ
り
た
だ
ち
に
凌
遅
処
死
に
す
べ
き
で
す
。
私
ど
も
は
な

お
勝
手
に
処
理
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
謹
ん
で
ご
報
告
し
、
ご
判
断
を
請
う
次
第
で
す
。

【
解
説
】

　
題
本
は
一
般
に
長
文
に
及
ぶ
た
め
、
年
月
日
が
記
さ
れ
た
後
に
貼
黄
と
い
う
要
約
を
つ
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係

か
ら
題
本
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
貼
黄
を
紹
介
し
た
。
要
約
で
あ
っ
て
も
、
描
か
れ
た
状
況
は
十
分
に
詳
し
い
。

　
こ
れ
は
乾
隆
三
年
（
一
七
三
八
）
に
江
蘇
巡
撫
管
轄
下
の
地
域
で
起
こ
っ
た
漁
師
の
妻
が
奸
夫
と
共
謀
し
て
自
分
の
夫
の
殺
害
に
及
ん
だ

事
件
で
あ
り
、
刑
部
は
江
蘇
巡
撫
の
答
申
、
す
な
わ
ち
妻
を
凌
遅
処
死
に
、
奸
夫
を
斬
立
決
に
処
し
た
い
と
の
意
向
を
受
け
、
原
案
通
り

の
処
分
を
皇
帝
に
求
め
て
い
る
。

　
実
行
犯
で
あ
る
奸
夫
よ
り
も
妻
の
方
が
厳
し
い
処
罰
で
あ
る
の
は
、
妻
が
密
通
の
う
え
に
夫
を
殺
す
こ
と
が
当
時
の
社
会
に
あ
っ
て
は

単
な
る
殺
人
よ
り
も
重
い
犯
罪
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
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【
書
式
】

　
臣
は
、
一
般
に
漢
人
文
官
が
上
奏
文
に
用
い
る
自
称
。
こ
れ
に
対
し
満
人
官
僚
お
よ
び
漢
人
武
官
は
「
奴
才
」
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
満

人
で
あ
っ
て
も
代
表
し
て
上
奏
す
る
場
合
は
「
臣
」
を
用
い
た
。
い
ず
れ
も
字
体
を
小
さ
く
右
に
寄
せ
て
表
記
し
た
。
謹
題
と
は
、
題
本

の
冒
頭
に
来
る
起
首
語
。
爲
～
事
は
、
布
告
、
命
令
、
申
請
等
の
際
に
冒
頭
に
記
す
形
式
的
な
表
現
で
、
そ
の
公
文
書
が
何
を
目
的
で
出

さ
れ
た
の
か
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
題
目
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
通
常
、「
～
ノ
タ
メ
ノ
コ
ト
」
な
い
し
「
～
ノ
タ
メ
ニ
ス
ル
コ
ト
」
と

か
「
～
ノ
コ
ト
ノ
タ
メ
ニ
ス
」
と
か
訓
読
さ
れ
る
が
、「
～
の
件
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。

　
看
得
は
、
官
僚
が
皇
帝
に
文
書
を
出
し
て
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
時
な
ど
に
用
い
た
発
句
。
據
～
稱
～
は
、「
～
か
ら
の
報
告
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
～
と
の
こ
と
で
あ
る
」
の
意
。
據
は
、
下
級
官
庁
か
ら
上
級
官
庁
に
出
し
た
上
行
文
を
受
け
取
っ
た
時
に

用
い
、
稱
は
、
そ
の
後
の
文
中
の
内
容
を
示
す
。
緣
は
、「
報
告
の
状
況
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
の
起
首
語
。
決
ま
っ
た
訓

読
は
な
い
。
滋
賀
秀
三
氏
は
、「
言
い
起
こ
し
の
置
字
で
あ
っ
て
、
特
に
訳
す
る
ほ
ど
の
意
味
が
な
い
。
し
い
て
い
え
ば｢

こ
と
の
お
こ
り

は｣

と
い
う
程
の
語
感
か
」
と
い
う
。
擬
は
、「
～
に
し
た
い
」
と
打
診
す
る
こ
と
。
等
因
は
、
上
級
ま
た
は
同
等
の
官
僚
か
ら
の
文
章
を

引
用
し
た
際
、
そ
れ
が
こ
こ
で
終
了
し
た
こ
と
を
示
す
慣
用
句
。
こ
の
史
料
の
場
合
、
楊
永
斌
の
上
奏
の
引
用
が
こ
こ
で
終
了
し
た
こ
と

を
示
す
。

　
具
題
は
、
題
本
で
上
奏
す
る
こ
と
。
前
來
は
、
下
級
機
関
か
ら
文
書
が
到
着
し
た
こ
と
を
示
す
。
合
は
、
下
級
機
関
に
対
し
て
具
体
的

な
要
求
を
示
す
語
。「
マ
サ
ニ
～
ス
ベ
シ
」
と
訓
読
す
る
。
謹
題
請
旨
は
、
題
本
の
末
尾
に
位
置
し
、
全
文
を
結
び
、
皇
帝
の
裁
可
で
あ
る

諭
旨
を
求
め
る
定
型
句
で
あ
る
。

　
上
奏
文
で
は
、
皇
帝
に
関
わ
る
語
句
を
通
常
文
よ
り
擡
頭
さ
せ
て
表
記
し
た
。
こ
れ
を
擡
写
と
い
う
。
擡
写
に
は
単
、
双
、
三
の
別
が

あ
り
、
単
擡
は
臣
下
が
皇
帝
に
対
す
る
行
為
、
指
示
す
る
語
句
の
場
合
、
改
行
後
通
常
の
語
句
よ
り
一
字
上
か
ら
書
く
も
の
で
、
こ
こ
で
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は｢

題｣

が
こ
れ
に
当
た
る
。
双
擡
は
皇
帝
や
そ
の
行
為
の
語
句
で
、
改
行
後
二
字
上
か
ら
書
く
も
の
で
、
こ
こ
で
は
「
旨
」
が
こ
れ
に

当
た
る
。
な
お
、
三
擡
は
皇
帝
よ
り
も
一
等
高
い
語
句
で
、
改
行
後
三
字
上
か
ら
書
き
、
例
と
し
て
挙
げ
れ
ば
「
太
上
皇
」
や
「
天
」
な

ど
が
こ
れ
に
当
た
る
。

【
参
考
文
献
】

滋
賀
秀
三
「
清
代
の
司
法
に
お
け
る
判
決
の
性
格

―
判
決
の
確
定
と
い
う
観
念
の
不
存
在

―
」（『
法
学
協
会
雑
誌
』
九
一
巻
八
号
、
一
九

七
四
年
、
の
ち
同
『
清
代
中
国
の
法
と
裁
判
』
創
文
社
、
一
九
八
四
年
所
収
）

堀
地
明
「
清
代
刑
科
題
本
と
乾
隆
十
年
（
一
七
四
五
）
山
西
大
同
府
天
鎮
県
閙
賑
案
」（
吉
尾
寛
編
『
民
衆
反
乱
と
中
華
世
界

―
新
し
い
中
国
史

像
の
構
築
に
向
け
て

―
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
所
収
）

二
　
上

諭

檔

【
解
題
】

　
上
諭
と
は
本
来
皇
帝
の
命
令
の
な
か
で
も
重
要
な
政
務
の
た
め
に
特
別
に
発
す
る
も
の
で
、
長
い
も
の
で
は
数
百
字
に
も
な
っ
た
。
雍

正
七
年
（
一
七
二
九
）
に
軍
機
処
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
は
、
皇
帝
が
親
筆
で
記
入
す
る
硃
批
を
除
け
ば
、
軍
機
大
臣
の
業
務
の
一
つ
と
し
て

そ
の
撰
定
を
行
っ
た
。
ま
た
、
外
国
お
よ
び
藩
属
各
国
に
対
す
る
上
諭
も
お
お
む
ね
軍
機
処
が
起
草
し
た
。

　
上
諭
は
《
実
録
》
や
《
会
典
》
な
ど
に
多
く
転
載
さ
れ
て
お
り
、
目
に
触
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
清
朝
で
は
ま
た
歴
代
皇
帝
一
〇
名

の
上
諭
を
分
類
し
た
《
聖
訓
》
が
《
実
録
》
と
同
様
に
皇
帝
の
没
後
に
編
纂
さ
れ
た
。
一
〇
朝
分
ま
と
め
て
『
大
清
十
朝
聖
訓
』
九
二
二

巻
（
清
光
緒
排
印
本
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、『
上
諭
内
閣
』
一
五
九
巻
（
清
乾
隆
六
年
刊
本
）、『
上
諭
八
旗
』
不
分
巻
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（
清
乾
隆
刊
本
）
は
い
ず
れ
も
雍
正
帝
の
命
に
よ
り
そ
の
治
世
に
お
い
て
内
閣
に
下
し
た
上
諭
と
八
旗
に
関
す
る
上
諭
を
集
大
成
し
た
満
漢

両
文
の
編
纂
物
で
あ
る
。

　《
上
諭
檔
》
は
軍
機
処
で
記
録
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
上
諭
の
原
檔
冊
で
あ
る
。
月
ご
と
に
筆
写
し
た
上
諭
を
集
め
て
一
冊
に
し
た
も
の
を

「
現
月
檔
」、
三
か
月
ご
と
に
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
を
「
四
季
檔
」
と
い
い
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
軍
機
処
檔
案
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て

の
《
上
諭
檔
》
と
称
し
た
。
清
朝
の
当
時
の
国
政
、
軍
事
、
経
済
、
文
化
な
ど
重
要
な
事
柄
の
最
終
決
定
が
す
べ
て
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い

る
た
め
、
極
め
て
有
用
な
史
料
と
い
え
る
。

　
こ
の
う
ち
乾
隆
帝
の
《
上
諭
檔
》
は
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
編
『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』
全
一
八
冊
（
北
京
、
檔
案
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
と

し
て
影
印
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
後
、
桂
林
の
広
西
師
範
大
学
出
版
社
か
ら
『
光
緒
宣
統
両
朝
上
諭
檔
』
全
三
七
冊
（
一
九

九
六
年
）、『
咸
豊
同
治
両
朝
上
諭
檔
』
全
二
四
冊
（
一
九
九
八
年
）、『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
檔
』
全
五
五
冊
（
二
〇
〇
〇
年
）
が
出
版
さ
れ
た
。

『
雍
正
朝
漢
文
諭
旨
匯
編
』
全
一
〇
冊
（
一
九
九
九
年
）
も
同
じ
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
民
国
・
羅
福
頤

校
『
雍
正
朝
上
諭
檔
』
全
四
巻
（
民
国
二
四
年
石
印
本
、
台
北
、
藝
文
印
書
館
、
一
九
七
〇
年
）
も
あ
る
。

【
史
料
II
】

乾
隆
二
十
八
年
四
月
二
十
二
日
上
諭
（『
乾
隆
朝
上
諭
檔
』
第
四
冊
所
収
）

① 

原 

文

　
　

大
學
士
公
傅  

大
學
士
來  

字
寄
。

　
　

湖
廣
摠
廣
愛  

湖
北
撫
宋  

乾
隆
二
十
八
年
四
月
二
十
二
日
奉

上
諭
。
今
日
刑
部
奏
湖
北
歸
州
民
婦
張
吳
氏
犯
姦
一
案
。
據
供
伊
夫
張
洪
舜
及
伊
夫
兄
張
洪
貴
因
盜
案
監
禁
、
等
語
。
查
、
張
洪
舜
等
弟

兄
名
姓
與
從
前
該
州
趙
泰
交
濫
刑
妄
斷
案
內
之
張
紅
順
・
張
紅
貴
字
音
相
同
。
前
案
審
釋
未
逾
數
月
。
如
果
係
良
民
、
何
以
復
犯
大
案
。
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且
又
並
未
題
咨
報
部
。
其
中
情
節
、
種
々
未
協
。
請
交
該
督
撫
逐
一
查
審
。
一
摺
已
批
依
議
速
行
。
仍
著
該
督
撫
卽
行
摺
奏
矣
。
今
思

此
案
、
疑
竇
多
端
。
若
非
徹
底
淸
查
、
難
分
涇
渭
。
特
派
侍
郞
阿
永
阿
、
會
同
河
南
巡
撫
葉
存
仁
、
前
往
該
省
查
辦
、
務
得
實
情
。
著

傳
諭
愛
必
逹
・
宋
邦
綏
、
於
阿
永
阿
等
未
到
之
前
、
將
此
兩
案
確
查
、
卽
行
詳
悉
、
覆
奏
此
事
。
外
閒
輿
論
紛
紛
。
一
經
欽
差
查
辦
、
自

難
絲
毫
掩
餝
。
愛
必
逹
從
前
不
過
暫
署
撫
篆
、
爲
時
未
久
。
宋
邦
綏
更
屬
新
任
。
皆
非
經
辦
此
案
之
人
。
若
從
前
辦
理
果
係
舛
錯
、
不

妨
據
實
奏
聞
。
卽
未
能
訪
聞
更
正
、
過
非
出
於
有
心
、
尙
可
不
加
深
責
。
倘
稍
存
成
見
、
回
護
前
非
、
將
來
審
案
水
落
石
出
、
則
該
督

撫
取
戾
更
重
。
朕
斷
不
能
爲
之
曲
貸
也
。
著
將
此
卽
行
傳
諭
知
之
。
欽
此
。
遵

旨
、
寄
信
前
來
。

② 

訓 

読

大
學
士
公
傅
・
大
學
士
來  

字
寄
。
湖
廣
摠
廣
愛
・
湖
北
撫
宋
、 

乾
隆
二
十
八
年
四
月
二
十
二
日
、
上
諭
を
奉
ず
。
今
日
刑
部
、
湖
北
歸
州

の
民
婦
張
吳
氏
の
犯
姦
の
一
案
を
奏
す
。「
供
に
據
れ
ば
、
伊か

れ

の
夫
張
洪
舜
及
び
伊
の
夫
の
兄
張
洪
貴
は
盜
案
に
因
り
て
監
禁
せ
ら
る
、
等

の
語
あ
り
。
查
す
る
に
、
張
洪
舜
等
の
弟
兄
の
名
姓
は
從
前
該
州
の
趙
泰
交
の
濫
刑
も
妄
斷
せ
し
案
內
の
張
紅
順
・
張
紅
貴
と
字
音
相
ひ

同
じ
。
前
案
審
釋
す
る
に
未
だ
數
月
を
逾こ

ゑ
ず
。
如
し
果
し
て
良
民
に
係
れ
ば
、
何
を
以
て
復
た
大
案
を
犯
す
や
。
且
つ
又
た
並
び
未
だ

咨
を
題
し
て
部
に
報
ぜ
ざ
る
や
。
其
の
中
の
情
節
、
種
々
未
だ
協
せ
ず
。
該
督
撫
に
交
し
逐
一
查
審
す
る
を
請
ふ
」
と
。
一
摺
は
已
に
「
議

に
依
り
て
速
か
に
行
へ
」
と
批
す
。
仍
ほ
該
督
撫
に
著
し
て
卽す

み
やか
に
摺
奏
を
行
は
し
め
ん
。
今
此
の
案
を
思
ふ
に
、
疑
竇
多
端
な
り
。
若

し
徹
底
淸
查
す
る
に
非
れ
ば
、
涇
渭
を
分
か
ち
難
し
。
特
に
侍
郞
阿
永
阿
を
派
し
、
河
南
巡
撫
葉
存
仁
と
會
同
し
て
、
該
省
に
前
往
し
て

查
辦
し
、
實
情
を
得
る
に
務
め
し
む
。
著
し
て
愛
必
逹
・
宋
邦
綏
に
傳
諭
し
、
阿
永
阿
等
の
未
だ
到
ら
ざ
る
の
前
に
、
此
の
兩
案
を
將
て

確
查
し
、
卽
か
に
詳
悉
を
行
ひ
、
此
の
事
を
覆
奏
せ
し
め
よ
。
外
閒
の
輿
論
紛
紛
た
り
。
一
た
び
欽
差
の
查
辦
を
經
ば
、
自お

の

づ
と
絲
毫
も

掩
餝
し
難
し
。
愛
必
逹
は
從
前
撫
篆
に
暫
署
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
に
、
時
を
爲
す
こ
と
未
だ
久
し
か
ら
ず
。 

宋
邦
綏
は
更
に
新
任
に
屬
す
。

皆
な
此
の
案
を
經
辦
す
る
の
人
に
非
ず
。
若
し
從
前
の
辦
理
果
た
し
て
舛
錯
に
係
れ
ば
、
實
に
據
り
て
奏
聞
す
る
を
妨
げ
ず
。
卽た

と

ひ
未
だ



209

五　清代檔案史料

訪
聞
更
正
す
る
能
は
ざ
る
も
、
過
の
有
心
に
出
づ
る
に
非
ざ
れ
ば
、
尙
ほ
深
責
を
加
へ
ざ
る
べ
し
。
倘
し
稍
も
成
見
を
存
し
、
前
非
を
回

護
し
て
、
將
來
案
を
審
べ
て
水
落
石
出
せ
ば
、
則
ち
該
督
撫
の
取
戾
す
る
こ
と
更
に
重
し
。
朕
は
斷
じ
て
之
れ
が
爲
に
曲
貸
す
る
能
は
ず
。

著
し
て
此
れ
を
將
て
卽
か
に
傳
諭
を
行
ひ
、
之
れ
を
知
ら
し
め
よ
。
欽
此
。
旨
に
遵
ひ
、
寄
信
前
來
す
。

③ 

語 
釈

〈
大
學
士
〉
国
政
の
最
高
機
関
の
一
つ
で
あ
る
内
閣
の
長
官
。
順
治
一
五
年
よ
り
明
制
を
踏
襲
し
て
内
閣
を
設
け
、
六
部
尚
書
か
ら
抜
擢
・

兼
担
さ
せ
る
六
大
学
士
を
置
い
た
。
乾
隆
一
三
年
以
降
で
は
満
漢
各
二
名
を
置
い
た
。　〈
傅
〉
傅フ

恒ヘ
ン

。
姓
は
富フ
チ
ャ察
氏
、
字
は
春
和
、
満
洲

鑲
黄
旗
人
。
乾
隆
帝
の
皇
后
の
弟
。
一
等
忠
勇
公
。
乾
隆
一
四
年
か
ら
保
和
殿
大
学
士
（『
清
史
稿
』
巻
三
〇
一
）。　〈
來
〉
来ラ
イ

保ボ
ー

。
姓
は
喜ヒ

塔タ

朧ラ

氏
、
字
は
学
圃
、
満
洲
正
白
旗
人
。
乾
隆
一
二
年
か
ら
武
英
殿
大
学
士
。
乾
隆
二
八
年
当
時
は
文
華
殿
大
学
士
（『
清
史
稿
』
巻
三
〇

二
）。　〈
湖
廣
摠
〉
湖
北
・
湖
南
両
省
の
軍
事
・
民
政
を
司
る
長
官
の
湖
広
総
督
。　〈
廣
〉
不
詳
。
あ
る
い
は
誤
っ
て
入
り
込
ん
だ
字
か
。

　〈
愛
〉
愛ア

イ

必ビ

達ダ

。
満
洲
鑲
黄
旗
人
。
姓
は
鈕ニ
ユ
フ祜
禄ル

氏
。
乾
隆
二
六
年
四
月
か
ら
湖
広
総
督
。
伊イ

犂リ

に
流
さ
れ
る
が
、
三
一
年
に
許
さ
れ
た

（『
国
朝
耆
献
類
徴
初
編
』
巻
一
七
九
）。　〈
湖
北
撫
〉
湖
北
省
の
軍
事
・
民
政
を
司
る
長
官
で
あ
る
湖
北
巡
撫
。　〈
宋
〉
宋
邦
綏
。
江
蘇
長
洲

の
人
。
乾
隆
の
進
士
。
翰
林
院
編
修
か
ら
乾
隆
二
七
年
八
月
に
湖
北
巡
撫
に
抜
擢
さ
れ
る
（『
国
朝
耆
献
類
徴
初
編
』
巻
八
三
）。　〈
歸
州
〉
湖

北
宜
昌
府
の
一
州
。　〈
犯
姦
〉
男
女
姦
淫
の
総
称
。　〈
趙
泰
交
〉
浙
江
蘭
渓
の
人
。
乾
隆
一
九
年
か
ら
帰
州
知
府
（
同
治
『
帰
州
志
』
巻
五
）。

　〈
侍
郞
〉
六
部
の
次
官
。
左
右
侍
郎
満
漢
各
一
人
を
置
く
。
こ
こ
で
は
刑
部
侍
郎
。　〈
阿ア

ヨ
ン
ガ

永
阿
〉
姓
は
覚ギ
ョ

羅ロ

氏
。
乾
隆
二
六
年
刑
部
右
侍

郎
に
就
任
（『
国
朝
耆
献
類
徴
初
編
』
巻
九
八
）。　〈
會
同
〉
共
同
で
行
う
こ
と
。　〈
河
南
巡
撫
〉
河
南
省
の
軍
事
・
民
政
を
司
る
長
官
。　〈
葉

存
仁
〉
湖
北
江
夏
の
人
。
乾
隆
二
八
年
正
月
に
河
南
巡
撫
に
就
任
（『
国
朝
耆
献
類
徴
初
編
』
巻
一
七
四
）。　〈
欽
差
〉
皇
帝
が
重
大
事
件
に
官

僚
を
特
任
し
て
派
遣
す
る
こ
と
を
い
い
、
そ
の
う
ち
三
品
官
以
上
の
官
僚
を
欽
差
大
臣
と
い
っ
た
。　〈
暫
署
〉
暫
時
そ
の
ポ
ス
ト
を
代
行

す
る
こ
と
。
愛
必
達
は
乾
隆
二
六
年
一
〇
月
か
ら
湖
北
巡
撫
を
臨
時
代
理
し
て
い
た
。

④ 

和 

訳
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大
学
士
傅
恒
・
来
保  

字
寄
。
湖
広
総
督
愛
必
達
・
湖
北
巡
撫
宋
邦
綏
は
乾
隆
二
八
年
四
月
二
二
日
（
一
七
六
三
年
六
月
三
日
）
に
上
諭
を

承
っ
た
。

　「
本
日
刑
部
が
湖
北
帰
州
の
民
婦
張
呉
氏
が
不
義
を
働
い
た
案
件
に
つ
い
て
上
奏
し
て
き
た
。『
供
述
に
よ
れ
ば
、
そ
の
夫
張
洪
舜
お
よ

び
夫
の
兄
張
洪
貴
は
窃
盗
事
件
で
収
監
さ
れ
て
い
る
と
あ
り
ま
す
。
調
べ
た
と
こ
ろ
、
張
洪
舜
ら
兄
弟
の
姓
名
は
以
前
同
州
の
趙
泰
交
が

刑
罰
を
濫
用
し
て
勝
手
に
処
決
し
た
と
す
る
事
件
中
の
張
紅
順
・
張
紅
貴
と
字
音
が
同
じ
で
す
。
先
の
事
案
を
審
理
し
て
ま
だ
数
か
月
も

経
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
が
良
民
で
あ
る
な
ら
、
な
ぜ
ま
た
こ
ん
な
大
事
件
を
起
こ
す
の
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
ま
た
ど
う
し
て
刑
部

に
文
書
で
報
告
し
て
こ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
状
況
は
い
ろ
い
ろ
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
該
督
撫
が
逐
一
調
査
す
る
こ

と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
』。
こ
の
奏
摺
に
は
す
で
に
『
奏
議
の
通
り
速
や
か
に
行
え
』
と
命
じ
た
。
重
ね
て
該
督
撫
に
即
刻
上
奏
さ
せ
よ
。

　
今
こ
の
案
件
の
こ
と
を
思
う
と
疑
惑
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
徹
底
調
査
し
な
け
れ
ば
、
清
濁
を
区
別
し
が
た
い
。
そ
こ
で
特
に
侍
郎
阿
永
阿

を
派
遣
し
、
河
南
巡
撫
葉
存
仁
と
と
も
に
湖
北
に
赴
い
て
調
査
し
、
状
況
を
把
握
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
愛
必
達
と
宋
邦
綏
に
上
諭
を
伝

え
、
阿
永
阿
ら
が
到
着
し
な
い
前
に
こ
の
両
案
件
を
確
実
に
調
査
し
、
た
だ
ち
に
詳
細
に
覆
奏
さ
せ
よ
。
世
間
で
は
こ
の
件
を
盛
ん
に
取

り
ざ
た
し
て
い
る
。
い
っ
た
ん
欽
差
大
臣
の
捜
査
を
受
け
た
な
ら
、
少
し
も
隠
し
お
お
せ
な
く
な
る
。
愛
必
達
は
こ
れ
ま
で
巡
撫
を
臨
時

代
理
し
た
だ
け
で
、
担
当
時
間
が
ま
だ
長
く
な
い
。
宋
邦
綏
は
さ
ら
に
新
任
で
あ
る
。
共
に
こ
の
案
件
を
処
理
し
た
者
で
は
な
い
。
こ
れ

ま
で
の
処
理
に
誤
り
が
あ
れ
ば
、
事
実
に
基
づ
い
て
上
奏
す
る
の
を
妨
げ
な
い
。
た
と
い
さ
ら
に
聴
き
取
り
調
査
が
で
き
な
く
と
も
、
そ

の
禍
が
意
図
的
で
な
い
な
ら
重
責
を
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
少
し
で
も
先
入
観
を
懐
き
、
先
に
犯
し
た
罪
を
擁
護
し
、
今
後
の
調
査
で

真
相
が
判
明
し
た
な
ら
、
該
督
撫
は
さ
ら
に
重
い
罪
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
朕
は
こ
の
件
で
大
目
に
見
る
こ
と
は
断
じ
て
な
い
。
こ
の

上
諭
を
た
だ
ち
に
伝
え
て
通
知
せ
よ
」。

　〔
軍
機
大
臣
は
〕
勅
命
の
御
意
に
遵
い
寄
信
し
て
申
し
越
す
。
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【
解
説
】

　
上
諭
に
は
「
明
発
上
諭
」
と
「
寄
信
上
諭
」
と
が
あ
り
、
前
者
は
皇
帝
が
中
外
の
臣
民
に
対
し
て
命
令
を
公
示
す
る
も
の
で
、
内
閣
を

経
て
発
布
さ
れ
る
た
め
、
冒
頭
は｢

諭
内
閣｣

「
内
閣
奉
上
諭
」
な
ど
と
い
う
見
出
し
で
始
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
て
後
者
は
機
密
事
件
に
関

し
軍
機
処
が
奉
旨
の
名
義
で
特
定
の
官
庁
や
関
係
官
僚
に
伝
達
す
る
も
の
で
、
将
軍
や
外
官
大
臣
に
送
る
も
の
を
「
軍
機
大
臣
字
寄
」
と

い
い
、
布
政
使
、
按
察
使
等
に
送
る
も
の
を
「
軍
機
大
臣
伝
諭
」
と
い
い
、
そ
れ
ら
を
総
称
し
て｢

廷
寄｣

と
い
う
。
こ
こ
で
は
「
大
学

士
公
傅
　
大
学
士
來  
字
寄
」
と
あ
る
が
、
傅
恒
と
来
保
は
軍
機
大
臣
を
兼
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
上
諭
は
軍
機
大
臣
の
名
で
湖
広
総

督
愛
必
達
と
湖
北
巡
撫
宋
邦
綏
に
伝
達
さ
れ
た
寄
信
上
諭
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
内
容
は
湖
北
帰
州
で
起
き
た
事
件
の
処
理
に
対

し
て
乾
隆
帝
が
不
審
を
抱
き
、
担
当
督
撫
に
徹
底
調
査
し
て
再
度
詳
細
な
報
告
を
す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

　《
上
諭
檔
》
は
上
諭
の
原
稿
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
五
月
」
を
「
四
月
」
に
訂
正
し
た
り
、
脱
落
し
た
「
查
」
の
字
を
補
っ
た
り
、｢

正｣

を｢

出｣

に
改
め
た
り
と
、
改
稿
の
後
が
見
て
取
れ
る
。

【
書
式
】

　
等
語
と
は
、
上
行
文
（
下
級
官
庁
か
ら
皇
帝
や
上
級
官
庁
に
宛
て
た
公
文
書
）
が
こ
こ
で
終
了
し
た
こ
と
を
示
す
慣
用
句
で
、
前
述
の
「
等

因
」
が
下
行
文
（
上
級
官
庁
か
ら
下
級
官
庁
に
宛
て
た
公
文
書
）
や
同
等
官
庁
間
の
平
行
文
に
用
い
た
の
に
対
応
す
る
。
こ
こ
で
は
供
述
の
引

用
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
咨
は
、「
咨
文
」「
咨
報
」
と
も
い
い
、
同
等
官
僚
間
の
伝
達
に
用
い
る
文
書
を
い
う
。

　
上
諭
は
、
上
奏
文
に
対
す
る
皇
帝
の
指
令
。「
諭
」
と
も
い
う
。
皇
帝
の
指
令
に
は
こ
の
ほ
か
「
批
」
と
「
旨
」
が
あ
っ
た
。「
諭
」
が

最
も
長
く
、「
旨
」
が
こ
れ
に
つ
ぎ
、「
批
」
は
さ
ら
に
短
い
も
の
を
い
っ
た
。
依
議
～
は
、「
上
奏
の
通
り
に
～
せ
よ
」
と
い
う
際
に
批
に

用
い
る
慣
用
句
の
一
つ
。
伝
諭
は
、
諭
旨
を
伝
達
す
る
こ
と
。
覆
奏
は
、
皇
帝
に
対
す
る
返
答
の
上
奏
。
欽
此
は
、
内
閣
ま
た
は
軍
機
処

が
上
諭
を
奉
じ
て
下
に
宣
す
る
と
い
う
形
式
を
と
る
た
め
、
上
諭
の
末
尾
に
つ
け
て
、
そ
の
引
用
が
そ
こ
で
終
了
し
た
こ
と
を
示
す
常
套
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句
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
一
般
的
に
は
「
コ
レ
ヲ
ツ
ツ
シ
メ
リ
」
と
訓
読
し
、
受
け
取
っ
た
上
諭
に
対
し
て
畏
れ
多
い
気
持
ち
を
込
め
た

も
の
と
見
な
さ
れ
、
あ
る
い
は
「
コ
レ
ヲ
ツ
ツ
シ
メ
」
と
、
こ
の
上
諭
を
受
け
取
っ
た
者
が
上
諭
の
対
象
者
に
つ
つ
し
む
こ
と
を
命
じ
る

意
味
に
も
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
植
松
正
氏
や
岩
井
茂
樹
氏
に
よ
り
、
こ
れ
は
単
純
に
引
用
の
終
了
を
表
わ
す
記
号
的
な
役

割
を
果
た
す
も
の
で
、
訳
出
す
る
に
及
ば
な
い
と
い
う
新
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
。
遵
旨
寄
信
前
來
と
は
、
寄
信
上
諭
の
末
尾
に
用
い
ら

れ
る
慣
用
句
で
、｢
前
來
」
は
そ
れ
が
ど
こ
に
向
け
て
発
せ
ら
れ
た
の
か
を
示
す
。

　
擡
写
の
う
ち
「
上
諭
」
と
「
旨
」
に
双
擡
が
こ
こ
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

臨
時
台
湾
旧
慣
調
査
会
編
『
清
国
行
政
法
』（
初
版
一
九
一
〇
～
一
五
年
。
復
刻
、
大
安
、
一
九
六
五
年
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
二
年
）

植
松
正
『
元
代
江
南
政
治
社
会
史
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
年
）

岩
井
茂
樹
「
元
明
清
公
文
書
に
お
け
る
引
用
終
端
語
に
つ
い
て
」（
三
木
聰
編
『
宋‒

清
代
の
政
治
と
社
会
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
所
収
）

三
　
宮

中

檔

漢

文

硃

批
奏
摺

【
解
題
】

　《
宮
中
檔
》
と
は
皇
帝
の
執
務
室
で
あ
っ
た
紫
禁
城
内
の
乾
清
宮
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
多
種
多
様
の
文
書
群
で
あ
る
が
、
一
九
二
五
年
に

整
理
さ
れ
た
際
、
系
統
は
異
な
る
が
、
地
点
は
均
し
く
内
廷
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
、《
宮
中
檔
》
と
命
名
・
分
類
さ
れ
た
。
こ
れ
は
硃
批
奏

摺
、
官
僚
の
履
歴
書
、
上
奏
を
取
り
つ
ぐ
奏
事
処
の
簿
冊
の
三
種
に
大
き
く
分
か
れ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
う
ち
硃
批
奏
摺
に
つ
い
て
説
明

す
る
。
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清
朝
で
は
、
官
僚
が
政
務
を
皇
帝
に
上
奏
し
、
裁
可
を
求
め
る
場
合
、
題
本
と
奏
摺
（
奏
本
）
に
よ
る
二
種
類
の
形
式
が
存
在
し
た
。
内

閣
を
経
由
し
て
皇
帝
の
手
元
に
届
く
題
本
に
対
し
、
京
外
高
官
が
公
私
の
内
容
に
つ
い
て
官
印
を
経
な
い
で
個
人
と
し
て
皇
帝
に
直
接
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
を
奏
摺
と
い
っ
た
。
奏
摺
は
当
初
着
任
通
知
や
時
候
の
挨
拶
な
ど
皇
帝
に
だ
け
知
ら
せ
れ
ば
よ
い
報
告
に
用

い
ら
れ
た
が
、
題
本
に
比
べ
て
迅
速
で
、
奏
事
処
に
提
出
す
る
だ
け
で
機
密
事
項
を
皇
帝
に
そ
の
ま
ま
伝
え
る
機
能
を
持
っ
た
た
め
、
次

第
に
題
本
に
代
わ
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
皇
帝
独
裁
政
治
の
確
立
を
め
ざ
し
た
雍
正
帝
は
上
奏
者
の
資
格
を
知
府
に

ま
で
広
げ
、
地
方
官
僚
に
対
し
て
重
要
事
項
を
す
べ
て
奏
摺
に
よ
っ
て
報
告
さ
せ
、
間
に
官
僚
組
織
を
通
さ
な
い
奏
摺
制
度
を
大
い
に
活

用
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
臣
下
の
上
奏
に
対
す
る
皇
帝
の
返
答
に
は
批
、
旨
、
諭
が
あ
っ
た
が
、
通
常
皇
帝
の
批
は
朱
筆
（
硃
筆
）

で
も
っ
て
書
き
込
ま
れ
る
た
め
硃
批
と
も
称
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
奏
摺
を
硃
批
奏
摺
と
い
っ
た
。
雍
正
帝
は
臣
下
の
奏
摺
に
対

し
て
と
り
わ
け
彼
自
身
の
手
で
所
感
を
し
た
た
め
、
再
び
上
奏
者
た
ち
に
返
却
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
命
令
が
直
接
伝
わ
る
こ
と
を
も
く

ろ
ん
だ
。
さ
ら
に
具
奏
者
に
対
し
て
返
却
し
た
奏
摺
の
写
し
を
取
ら
せ
た
う
え
で
原
件
を
再
提
出
す
る
よ
う
命
じ
、
そ
れ
ら
を
宮
中
に
収

蔵
さ
せ
た
。
以
後
、
こ
の
制
度
が
踏
襲
さ
れ
、
宣
統
年
間
に
至
る
ま
で
膨
大
な
量
の
硃
批
奏
摺
が
蓄
積
さ
れ
た
。

　
な
お
、
雍
正
帝
は
雍
正
一
〇
年
（
一
七
三
二
）
に
こ
れ
ら
の
硃
批
奏
摺
の
う
ち
か
ら
有
用
と
判
断
し
た
も
の
二
二
三
名
分
約
七
〇
〇
〇
件

（
全
体
の
約
三
分
の
一
に
当
た
る
）
を
自
ら
選
ん
で
朱
墨
二
色
刷
り
に
て
刊
行
し
た
。
こ
れ
は
『
雍
正
硃
批
諭
旨
』
と
呼
ば
れ
、
硃
批
奏
摺
の

原
件
が
容
易
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
時
代
に
宮
崎
市
定
氏
ら
が
つ
と
に
注
目
し
た
史
料
で
あ
る
。
た
だ
注
意
す
べ
き
は
、『
雍
正
硃
批
諭
旨
』

に
収
め
ら
れ
た
硃
批
奏
摺
は
原
文
を
忠
実
に
載
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
短
縮
、
削
除
、
改
変
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
な
か
に
は
意
図
的
な
改
竄
が
多
数
見
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
は
雍
正
帝
の
編
纂
意
図
が
リ
ア
ル
に
示
さ
れ
た
史
料
と
い
え
る
。

　
硃
批
奏
摺
は
台
北
の
故
宮
博
物
院
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
檔
案
の
う
ち
康
煕
朝
、
雍
正
朝
、
乾
隆
朝
、
光
緒
朝
の
満
漢
文
の
も
の
が
『
宮

中
檔
康
煕
朝
奏
摺
』
全
九
輯
（
一
九
七
六
～
一
九
七
七
年
）、『
宮
中
檔
雍
正
朝
奏
摺
』
全
三
二
輯
（
一
九
七
七
～
一
九
八
〇
年
）、『
宮
中
檔
乾
隆
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朝
奏
摺
』
全
七
五
輯
（
一
九
八
六
～
一
九
八
八
年
）、『
宮
中
檔
光
緒
朝
奏
摺
』
全
二
六
輯
（
一
九
七
三
～
一
九
七
五
年
）
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
故
宮

博
物
院
か
ら
影
印
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
陸
で
は
、
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
の
編
集
に
よ
る
漢
文
の
も
の
が
『
康
煕
朝
漢
文
硃
批
奏

摺
彙
編
』
全
七
冊
（
北
京
、
檔
案
出
版
社
、
一
九
八
四
～
一
九
八
五
年
）、『
雍
正
朝
漢
文
硃
批
奏
摺
彙
編
』
全
四
〇
冊
（
南
京
、
江
蘇
古
籍
出
版

社
、
一
九
八
九
～
一
九
九
一
年
）、『
光
緒
朝
硃
批
奏
摺
』
全
一
二
〇
輯
（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
九
五
～
一
九
九
六
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
が
満
文
奏
摺
を
漢
文
に
翻
訳
し
た
も
の
に
『
康
煕
朝
満
文
硃
批
奏
摺
全
訳
』（
北
京
、
中
国
社
会
科
学

出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
と
『
雍
正
朝
満
文
硃
批
奏
摺
全
訳
』（
合
肥
、
黄
山
書
社
、
一
九
八
八
年
）
が
あ
る
。

【
史
料
III
】

愛
必
達
・
宋
邦
綏
「
奏
覆
帰
州
民
婦
犯
姦
伊
夫
張
洪
舜
前
渉
盗
案
実
情
摺
」
乾
隆
二
八
年
五
月
三
日
（『
宮
中
檔
乾
隆
朝
奏
摺
』
第
一
七
輯
所
収
）

① 

原 

文

 

湖
廣
總
督
臣
愛
必
逹
・
湖
北
巡
撫
臣
宋
邦
綏
謹

　

奏
爲
遵

旨
覆
奏
事
。
乾
隆
二
十
八
年
四
月
二
十
八
日
承
准

廷
寄
。
內
開
〔
以
下
前
述
の
上
諭
を
引
用
〕。
遵

旨
寄
信
前
來
。
臣
等
查
歸
州
民
李
作
椇
家
被
盜
一
案
、
先
於
乾
隆
二
十
五
年
六
月
初
二
日
、
據
原
任
歸
州
知
州
趙
泰
交
詳
、
據
吏
目
夏

念
祖
、
訪
聞
李
作
椇
家
於
乾
隆
二
十
五
年
三
月
二
十
三
日
、
被
盜
劫
去
銀
兩
衣
餝
等
物
、
未
經
具
報
。
經
該
州
會
同
營
員
勘
訊
、
驗

明
事
主
被
盜
綑
毆
傷
痕
、
錄
供
通
報
。
嗣
據
該
州
詳
報
於
六
月
二
十
四
日
。
據
差
役
胡
賢
等
、
拏
獲
張
楚
璧
、
審
據
供
認
、
夥
同
胞

兄
張
紅
貴
、
弟
張
玉
堂
、
張
紅
順
四
人
行
劫
并
稱
所
得
贓
銀
一
百
六
十
兩
。
…
…
等
情
。〔
筆
者
注
：
以
下
、
李
作
椇
事
件
が
冤
罪
で
あ
る

こ
と
の
調
査
経
緯
が
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
新
た
に
趙
啓
賢
事
件
の
調
査
報
告
が
語
ら
れ
て
い
る
〕
…
…
此
現
今
辦
理
趙
諬
賢
家
盜
案
兼
及
李
作
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椇
原
案
之
情
節
也
。
至
李
作
椇
家
被
盜
是
否
、
卽
係
現
盜
張
紅
貴
等
行
劫
必
須
質
訊
明
確
。
經
臣
愛
必
逹
批
飭
臬
司
、
將
原
栽
贓
之

李
作
材
・
袁
志
芳
暫
停
發
遣
。
臣
宋
邦
綏
又
據
趙
泰
交
等
具
訴
、
批
司
確
查
。
復
經
臣
等
屢
次
面
諭
臬
司
及
各
委
員
、
迅
速
秉
公
確

審
。
總
以
供
情
游
移
贓
證
未
確
爲
詞
、
至
今
未
據
詳
報
。
所
有
兩
案
確
情
理
合
據
實
覆

　

奏
。
伏
祈

皇
上
睿
鑑
。
謹

　

奏
。

　
　
　

乾
隆
二
十
八
年
五
月
初
三
日

〔
硃
批
〕
竟
不
成
話
矣
。
不
知
尔
等
具
何
心
膓
何
膽
量
、
仍
敢
爲
此
奏
。
餘
有
旨
諭
。

② 

訓 

読

湖
廣
總
督
臣
愛
必
逹
・
湖
北
巡
撫
臣
宋
邦
綏
謹
ん
で
奏
し
、
旨
に
遵
ひ
て
覆
奏
す
る
が
爲
の
事
。
乾
隆
二
十
八
年
四
月
二
十
八
日
、
廷
寄

を
承
准
す
。
內
に
開い

は

く
…
…
。
旨
に
遵
ひ
、
寄
信
前
來
す
。
臣
等
、
歸
州
の
民
李
作
椇
の
家
の
盜
を
被
り
し
一
案
を
查
す
る
に
、
先
づ
乾

隆
二
十
五
年
六
月
初
二
日
に
原
任
の
歸
州
知
州
趙
泰
交
の
詳
を
據う

く
。
吏
目
夏
念
祖
に
據
れ
ば
、
李
作
椇
の
家
を
乾
隆
二
十
五
年
三
月
二

十
三
日
に
訪
聞
す
る
に
、
盜
を
被
り
銀
兩
・
衣
餝
等
の
物
を
劫
去
せ
ら
れ
し
こ
と
、
未
だ
具
報
を
經
ず
。
該
州
、
營
員
と
會
同
し
て
勘
訊

す
る
を
經
て
、
事
主
の
盜
に
綑
毆
せ
ら
る
傷
痕
を
驗
明
し
、
供
を
錄
し
て
通
報
す
。
嗣
い
で
該
州
の
詳
報
を
六
月
二
十
四
日
に
據
く
。
差

役
胡
賢
等
に
據
れ
ば
、
張
楚
璧
を
拏
獲
し
、
審し

ら

べ
て
供
認
を
據
く
る
に
、
夥
同
の
胞
兄
張
紅
貴
、
弟
張
玉
堂
、
張
紅
順
の
四
人
は
劫
を
行

ひ
、
并な

ら

び
に
得
る
所
の
贓
銀
一
百
六
十
兩
と
稱
す
。
…
…
等
の
情
あ
り
。
…
…
此
れ
現
今
趙
諬
賢
の
家
の
盜
案
を
辦
理
し
、
兼
ね
て
李
作

椇
の
原
案
に
及
ぶ
の
情
節
な
り
。
李
作
椇
の
家
の
盜
を
被
る
の
是
否
に
至
り
て
は
卽
ち
現
盜
張
紅
貴
等
の
行
劫
を
必
ず
質
訊
し
て
明
確
に

す
べ
き
に
係
る
。
經す

で

に
臣
愛
必
逹
、
臬
司
に
批
飭
し
、
栽
贓
の
李
作
材
・
袁
志
芳
を
將
て
暫
く
發
遣
を
停や

め
し
む
。
臣
宋
邦
綏
も
又
た
趙

泰
交
等
の
具
訴
に
據
り
て
司
に
批
し
て
確
查
せ
し
む
。
復
た
經
に
臣
等
は
屢
次
臬
司
及
び
各
委
員
に
面
諭
し
て
迅
速
に
秉
公
確
審
す
。
總
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じ
て
供
情
游
移
し
、
贓
證
未
だ
確
な
ら
ざ
る
を
以
て
詞
と
爲
し
、
今
に
至
る
ま
で
未
だ
詳
報
を
據
け
ず
。
所あ
ら
ゆ
る有
兩
案
の
確
情
は
理ま

合さ

に
實

に
據
り
て
覆
奏
す
べ
し
。
伏
し
て
皇
上
の
睿
鑑
を
祈
る
。
謹
ん
で
奏
す
。
乾
隆
二
十
八
年
五
月
初
三
日

〔
硃
批
〕
竟き

は

め
て
話
に
成
ら
ず
。
尓な
ん
じ等
何い
か

な
る
心
膓
何い
か

な
る
膽
量
を
具
へ
、
仍
ほ
敢
へ
て
此
の
奏
を
爲
す
か
を
知
ら
ず
。
餘
に
旨
諭
有
り
。

③ 

語 
釈

〈
吏
目
〉
清
代
で
は
州
に
置
か
れ
、
長
官
の
指
揮
の
も
と
に
庶
務
を
司
っ
た
。
こ
こ
で
は
帰
州
で
犯
罪
捜
査
に
携
わ
っ
た
役
人
を
い
う
。　

〈
夏
念
祖
〉
江
西
休
寧
の
人
。
乾
隆
二
四
年
よ
り
在
任
（
同
治
『
帰
州
府
志
』
巻
五
）。　〈
訪
聞
〉
訪
問
聴
取
す
る
こ
と
。　〈
營
員
〉
地
方
ご

と
に
置
か
れ
た
緑
営
の
兵
員
で
管
内
を
巡
警
し
て
盗
賊
の
逮
捕
を
任
務
と
し
た
。　〈
勘
訊
〉
尋
問
。　〈
驗
明
〉
調
べ
て
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。　〈
事
主
〉
被
害
者
。　〈
錄
供
〉
供
述
を
記
録
す
る
こ
と
。　〈
差
役
〉
官
庁
か
ら
派
遣
さ
れ
る
下
級
役
人
。
こ
の
場
合
は
帰
州
の
捕
り

方
役
人
。　〈
供
認
〉
自
白
す
る
こ
と
。　〈
胞
兄
〉
同
じ
親
か
ら
生
ま
れ
た
実
の
兄
。　〈
贓
銀
〉
盗
ん
だ
金
。　〈
質
訊
〉
強
く
問
い
た
だ
す

こ
と
。　〈
臬
司
〉
各
省
の
司
法
長
官
で
あ
る
按
察
使
の
別
称
。　〈
栽
贓
〉
盗
品
を
他
人
の
家
や
荷
物
に
入
れ
て
濡
れ
衣
を
着
せ
る
行
為
。　

〈
發
遣
〉
本
稿
二
〇
〇
頁
参
照
。　〈
司
〉
こ
こ
で
は
按
察
使
司
を
指
す
。　〈
面
諭
〉
直
接
面
前
で
言
い
伝
え
る
こ
と
。　〈
秉
公
確
審
〉
公
平

正
確
に
審
理
す
る
こ
と
。　〈
供
情
游
移
〉
供
述
状
況
が
定
ま
ら
な
い
こ
と
。　〈
皇
上
〉
臣
下
が
皇
帝
を
呼
ぶ
際
の
呼
称
。
陛
下
。　〈
睿
鑑
〉

皇
帝
の
考
え
。

④ 

和 

訳

　
湖
広
総
督
愛
必
達
と
湖
北
巡
撫
臣
宋
邦
綏
が
上
奏
し
、
命
令
に
従
っ
て
再
度
上
奏
し
た
案
件
。

　
乾
隆
二
八
年
四
月
二
八
日
（
一
七
六
三
年
六
月
九
日
）、
廷
寄
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、〔
以
下
、
前
述
の
上
諭
を
そ
の
ま
ま
引

用
し
て
い
る
の
で
省
略
〕
と
の
こ
と
で
し
た
。
御
意
に
遵
い
寄
信
が
届
き
ま
し
た
。

　
私
ど
も
が
帰
州
の
民
李
作
椇
の
家
の
強
盗
に
遭
っ
た
事
件
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
ま
ず
乾
隆
二
五
年
六
月
二
日
（
一
七
六
〇
年
七
月
一
三

日
）
に
原
任
の
帰
州
知
州
趙
泰
交
の
詳
文
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
吏
目
夏
念
祖
が
い
う
に
は
、
李
作
椇
の
家
を
乾
隆
二
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五
年
三
月
二
三
日
（
一
七
六
〇
年
五
月
八
日
）
に
訪
問
し
聴
取
し
た
と
こ
ろ
、
銀
両
・
衣
飾
等
を
強
奪
さ
れ
た
が
、
ま
だ
そ
れ
を
報
告
し
て

い
な
い
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
該
知
州
は
営
員
と
一
緒
に
尋
問
を
行
い
、
被
害
者
が
盗
賊
に
縛
ら
れ
て
殴
ら
れ
た
傷
痕
を
調
べ
、
供
述
を
記

録
し
て
報
告
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
つ
い
で
該
州
の
詳
報
を
六
月
二
四
日
（
八
月
八
日
）
に
受
け
取
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
差
役
胡
賢
等
が
い
う
に
は
、
張
楚
璧
を

逮
捕
し
、
尋
問
し
て
白
状
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
仲
間
の
実
兄
張
紅
貴
、
実
弟
張
玉
堂
、
張
紅
順
の
四
人
は
強
盗
し
、
銀
一
六
〇
両
を
手
に
入

れ
た
…
…
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
…
…
以
上
が
現
在
趙
啓
賢
の
家
の
強
盗
事
件
を
処
理
し
た
こ
と
を
述
べ
、
兼
ね
て
李
作
椇
の
先
の
事
件

の
経
過
に
つ
い
て
言
及
し
た
状
況
で
す
。

　
李
作
椇
の
家
が
強
盗
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
つ
ま
り
は
今
次
の
強
盗
を
犯
し
た
張
紅
貴
等
を
尋
問
し
て
明
か
に
な
る
も
の

で
す
。
す
で
に
私
愛
必
達
は
按
察
使
に
命
じ
、
濡
れ
衣
を
着
せ
た
と
い
う
李
作
材
・
袁
志
芳
を
流
罪
に
す
る
の
を
し
ば
し
止
め
さ
せ
ま
し

た
。
私
宋
邦
綏
も
ま
た
趙
泰
交
等
の
訴
え
を
受
け
て
按
察
使
に
確
実
な
調
査
を
命
じ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
ま
た
私
ど
も
は
す
で
に
何
度
も
按
察
使
お
よ
び
各
委
員
に
直
接
迅
速
に
公
平
正
確
な
審
理
を
行
う
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。
総
じ

て
供
述
が
一
定
で
な
く
、
盗
品
で
あ
る
確
証
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
現
在
に
至
る
ま
で
詳
し
い
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
両
事
件
の
確
実
な
全
貌
は
事
実
に
基
づ
い
て
再
度
ご
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
伏
し
て
陛
下
の
御
英
断
を
求
め
る
次
第
で
す
。
謹

ん
で
上
奏
い
た
し
ま
す
。

〔
硃
批
〕
ま
っ
た
く
話
に
な
ら
ん
。
お
前
ら
は
ど
ん
な
性
格
や
度
胸
で
、
な
お
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
上
奏
を
す
る
の
か
が
わ
か
ら
な
い
。
別

途
に
命
令
を
与
え
る
。

【
解
説
】

　
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
そ
の
前
後
の
事
情
を
改
め
て
解
説
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
乾
隆
二
五
年
（
一
七
六
〇
）
六
月
帰
州
知
州
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趙
泰
交
は
盗
賊
の
張
洪
舜
ら
兄
弟
を
捕
え
て
按
察
使
司
に
送
っ
た
が
、
按
察
使
沈
作
朋
は
こ
れ
を
疑
い
、
知
県
陳
銓
ら
に
調
査
を
求
め
た
。

知
県
ら
は
沈
に
お
も
ね
り
、
張
ら
が
盗
賊
で
な
い
と
指
摘
し
た
。
巡
撫
周
琬
が
再
度
審
理
し
た
結
果
、
つ
い
に
張
ら
を
釈
放
し
、
反
対
に

被
害
者
の
李
作
椇
を
誣
告
罪
で
充
軍
に
処
し
た
。
そ
し
て
沈
は
趙
泰
交
を
流
刑
に
、
吏
目
夏
念
祖
を
徒
刑
に
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
乾
隆
二
八
年
（
一
七
六
三
）
四
月
、
張
洪
舜
ら
が
ま
た
趙
啓
賢
の
家
に
強
盗
に
入
り
、
逮
捕
さ
れ
た
。
知
州
ら
は
張
ら
が
以

前
李
作
椇
の
家
に
強
盗
に
入
っ
た
こ
と
を
愛
必
達
ら
上
司
に
報
告
し
た
。
当
時
沈
作
朋
は
す
で
に
湖
北
布
政
使
に
転
じ
て
お
り
、
事
件
を

も
み
消
そ
う
と
し
た
。
調
査
に
当
た
っ
た
知
府
や
知
州
は
、
ま
た
し
て
も
沈
に
媚
び
、
愛
必
達
と
巡
撫
湯
聘
・
宋
邦
綏
は
先
の
事
件
が
冤

案
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
解
決
し
な
い
ま
ま
放
置
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
張
洪
舜
の
妻
が
犯
し
た
不
義
報
告
が
刑
部
に
達
す
る
と
、
部
臣
ら
は
供
述
に
あ
る
紅
舜
・
紅
貴
の
名
の
音
が
先
の
事
件
と
同

じ
で
、
さ
ら
に
後
の
事
件
が
解
決
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
て
上
奏
し
た
。
そ
こ
で
乾
隆
帝
は
阿
永
阿
と
葉
存
仁
に
調
査
を
命
じ
、
愛

必
達
と
宋
邦
綏
に
再
度
報
告
を
求
め
た
。
彼
ら
は
弁
明
に
終
始
す
る
上
奏
を
行
っ
た
た
め
、
逆
に
乾
隆
帝
の
不
興
を
買
っ
た
。
以
上
が
、
先

の
上
諭
な
ら
び
に
そ
れ
に
応
え
た
愛
必
達
ら
の
奏
摺
の
背
景
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
阿
永
阿
ら
の
調
査
と
審
議
の
結
果
、
張
洪
舜
ら
は
処
刑
さ
れ
、
李
作
椇
は
釈
放
さ
れ
た
。
反
対
に
趙
泰
交
と
夏
念
祖
は
復
職

が
許
さ
れ
た
。
事
件
を
混
乱
さ
せ
た
沈
作
朋
は
湖
北
布
政
使
を
解
任
さ
れ
、
逮
捕
さ
れ
た
。
愛
必
達
は
イ
リ
に
流
さ
れ
た
。
宋
邦
綏
は
関

わ
り
方
が
浅
い
と
判
断
さ
れ
、
革
職
留
任
（
免
職
だ
が
、
し
ば
し
現
任
に
留
め
る
処
分
）
と
な
っ
た
。
湖
南
の
一
地
方
で
起
き
た
強
盗
事
件
が

総
督
・
巡
撫
の
責
任
問
題
に
ま
で
発
展
し
た
一
案
で
あ
る
。

【
書
式
】

　
謹
奏
は
、「
意
見
を
陳
述
い
た
し
ま
す
」
の
意
で
、
清
代
の
奏
摺
で
は
本
文
の
前
後
に
記
さ
れ
た
。
內
開
は
、
上
級
な
い
し
対
等
機
関
か

ら
来
た
文
書
を
引
用
す
る
際
の
文
書
用
語
。｢

～
に
よ
れ
ば
～
の
こ
と｣

の
意
。
遵
旨
寄
信
前
來
は
、
こ
こ
で
は
寄
信
上
諭
が
愛
必
達
ら
に
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届
い
た
こ
と
を
示
す
。
等
情
は
、
下
級
官
庁
か
ら
の
文
書
や
上
申
書
の
引
用
の
末
尾
に
つ
け
る
慣
用
句
。
詳
は
、
上
級
官
庁
へ
報
告
し
、
指

示
を
得
る
公
文
書
を
指
す
。
詳
文
と
も
い
う
。
具
報
は
、
文
書
で
報
告
す
る
こ
と
で
、
通
報
は
、
あ
る
事
項
を
周
知
さ
せ
る
た
め
に
通
達

す
る
こ
と
。
批
飭
は
、
指
示
を
与
え
て
命
令
す
る
こ
と
。
具
訴
は
、
申
し
立
て
の
こ
と
。
伏
祈
は
、
上
行
文
に
お
け
る
請
求
語
で
、｢

伏

乞｣

も
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
た
。

　「
硃
批
」
に
は
皇
帝
が
自
筆
で
書
く
硃
批
と
内
閣
ま
た
は
軍
機
処
が
皇
帝
に
代
わ
っ
て
書
く
批
紅
が
あ
っ
た
。
多
く
は
白
話
で
自
由
に
し

た
た
め
ら
れ
た
。
乾
隆
帝
の
残
し
た
硃
批
は
雍
正
帝
に
比
べ
て
短
く
、「
覽
（
見
た
）」「
知
衜
了
（
わ
か
っ
た
）」「
依
議
（
さ
よ
う
に
せ
よ
）」

な
ど
の
簡
単
な
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
は
な
か
で
も
比
較
的
長
く
、
感
情
を
あ
ら
わ
に
し
た
批
に
な
っ
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

宮
崎
市
定
「
雍
正
硃
批
諭
旨
解
題

―
そ
の
史
料
的
価
値

―
」（『
東
洋
史
研
究
』
一
五
巻
四
号
、
一
九
五
七
年
、
の
ち
同
『
宮
崎
市
定
全
集
』
一

四
〔
雍
正
帝
〕、
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
所
収
）

四
　
太

湖

庁

檔

案

【
解
題
】

　《
太
湖
庁
檔
案
》
と
称
す
る
地
方
檔
案
は
江
蘇
省
蘇
州
府
所
属
の
散
庁
の
一
つ
で
あ
る
太
湖
庁
の
行
政
文
書
で
あ
る
。
本
来
水
利
を
専
門

と
し
た
太
湖
同
知
が
洞
庭
東
山
に
移
駐
さ
れ
、
そ
の
地
方
の
民
政
を
も
統
括
す
る
こ
と
に
な
っ
た
結
果
、
太
湖
庁
は
こ
れ
ま
で
属
し
て
い

た
呉
県
か
ら
独
立
し
、
清
朝
が
滅
亡
す
る
ま
で
の
一
七
六
年
間
に
わ
た
っ
て
洞
庭
東
西
二
山
は
「
太
湖
理
民
府｣

の
名
に
よ
っ
て
管
轄
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。《
太
湖
庁
檔
案
》
は
そ
の
役
所
で
発
行
さ
れ
た
文
書
を
い
う
。
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現
存
す
る
文
書
は
日
本
の
国
立
国
会
図
書
館
と
中
国
の
南
京
博
物
院
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
三
一
件
四
九
八
葉
と
数
は
必
ず
し

も
多
く
な
い
が
、
こ
の
う
ち
二
一
件
が
訴
訟
・
裁
判
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
発
行
さ
れ
た
年
代
は
同
治
八
年
（
一
八
六
九
）
か
ら
宣
統
三

年
（
一
九
一
一
）
に
及
び
、
清
末
に
偏
っ
て
い
る
も
の
の
、
何
ら
か
の
事
情
で
日
本
の
戦
前
の
情
報
収
集
機
関
で
あ
っ
た
東
亜
研
究
所
の
所

蔵
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
た
。

　
一
方
、
南
京
博
物
院
に
も
《
太
湖
庁
檔
案
》
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
近
年
明
ら
か
に
な
り
、
に
わ
か
に
注
目
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ

た
。
南
京
博
物
院
所
蔵
の
地
方
檔
案
は
全
部
で
一
一
〇
件
を
数
え
、《
太
湖
庁
檔
案
》
と
確
定
で
き
る
も
の
は
五
〇
件
に
な
る
と
い
う
。
発

行
さ
れ
た
年
代
は
嘉
慶
八
年
（
一
八
〇
三
）
か
ら
光
緒
二
年
（
一
八
七
六
）
に
及
び
、
大
半
が
訴
訟
案
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
南
郷
村
社

会
を
知
る
う
え
で
数
少
な
い
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
た
だ
惜
し
む
ら
く
は
、
南
京
博
物
院
の
《
太
湖
庁
檔
案
》
は
、
他
の
檔
案

（
主
と
し
て
光
緒
・
宣
統
期
の
蘇
州
府
各
県
の
訴
訟
案
件
を
内
容
と
す
る
六
〇
件
）
と
と
も
に
「
文
物
」
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
た
め
、
現
在
の
と

こ
ろ
一
般
に
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。

【
史
料
IV
】　
書
影
5

夏
国
祥
呈
控
苪
茂
興
挟
仇
殴
傷
胞
姪
夏
阿
和
等
情
一
案
・
呈
状
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
太
湖
庁
檔
案
』
第
二
三
冊‒

一
）

① 

原 

文

　

光
緖
元
年
六
月
廿
一
日　

據

具
呈
。
民
人
夏
國
祥 

年
六
十
七
歲　

抱
呈　
　
　

年　
　
　

歲　

住
武
山
三
十
都
六
圖 

小
地
名
東
河　

離
署　

里
。

呈
爲
挾
讐
攢
毆
叩
恩
驗
等
事
。
竊
身
家
務
農
爲
活
。
前
於
本
年
桑
葉
出
市
之
時
、
有
村
鄰
苪
茂
興
屢
至
身
產
偸
葉
。
經
身
等
叔
姪
見
而
拏

獲
交
保
、
當
緣
地
保
姚
永
昌
偏
袒
、
將
該
惡
放
回
。
詎
該
惡
不
肯
迁
善
、
反
挾
讐
心
、
懷
報
復
、
茲
禍
于
本
月
十
八
夜
。
身
著
胞
姪
阿
和

在
田
傍
看
守
秧
苗
。
不
期
苪
茂
興
探
知
身
侄
獨
宿
、
在
外
頻
中
其
機
。
遂
邀
同
葉
興
發
、
秦
阿
三
、
苪
長
生
、
陳
紫
隆
等
至
田
、
看
見
身
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姪
阿
和
、
卽
恃
蠻
、
動
手
縛
牢
、
拳
打
腳
踢
。
身
侄
喊
救
。
身
聞
聲
、
約
人
出
救
、
該
衆
始
散
。
有
沈
永
林
、
夏
正
賢
及
地
保
姚
永
昌
目

覩
可
證
。
伏
思
、
身
侄
阿
和
襁
褓
喪
父
、
現
有
寡
母
在
家
。
且
四
房
惟
此
一
子
。
今
遭
該
惡
等
攢
毆
、
以
致
兩
乳
傍
及
兩
肋
被
踢
被
毆
、
受

有
重
傷
。
色
現
靑
紫
、
呼
疼
不
止
。
兩
日
來
日
重
一
日
、
命
危
旦
夕
。
爲
亟
擡
轅
瀝
情
呈
叩
。
伏
乞
大
老
爺
電
鑑
、
恩
賜
驗
傷
提
究
、
以

鋤
村
惡
而
安
良
懦
。
沾
仁
上
呈
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
吿

② 

訓 

読

光
緖
元
年
六
月
廿
一
日
、
具
呈
を
據う

く
。
民
人
夏
國
祥 

年
六
十
七
歲　

抱
呈　
　
　

年　
　
　

歲　

武
山
三
十
都
六
圖 

小
地
名
東
河　

署
を
離
る
る
こ
と　

里
に
住
む
。

呈
し
て
讐
を
挾
み
攢
毆
す
る
を
恩
驗
せ
ん
こ
と
を
叩ね

が

ふ
等
の
爲
の
事
。
竊ひ
そ

か
に
お
も
ふ
に
、
身
わ
た
く
し
め

が
家
は
農
に
務
め
て
活
を
爲
す
。
前
に

本
年
桑
葉
を
出
市
す
る
の
時
に
於
て
、
村
鄰
の
苪
茂
興
の
屢
々
身
が
產
に
至
り
て
葉
を
偸
む
こ
と
有
り
。
身
等
叔
姪
見
て
拏
獲
し
保
に
交わ

た

す
を
經
る
に
、
當
に
地
保
姚
永
昌
の
偏
袒
す
る
に
緣
り
て
、
該
惡
を
將
て
放
回
す
。
詎な
ん

ぞ
該
惡
、
迁
善
を
肯
ん
ぜ
ず
、
反か
へ

り
て
讐
心
を
挾

み
、
報
復
を
懷
き
、
茲こ

こ

に
本
月
十
八
夜
に
禍
す
。
身
は
胞
姪
阿
和
を
し
て
田
傍
に
在
り
て
秧
苗
を
看
守
せ
し
む
。
期
せ
ず
し
て
苪
茂
興
は

身
が
侄
の
獨
宿
を
探
知
し
、
外
に
在
り
て
頻
り
に
其
の
機
を
中う

か
がふ
。
遂
に
葉
興
發
、
秦
阿
三
、
苪
長
生
、
陳
紫
隆
等
を
邀
同
し
て
田
に
至

り
、
身
が
姪
阿
和
を
看
見
す
る
や
、
卽す

な
はち
蠻
を
恃
み
、
動
手
し
て
縛
牢
し
、
拳
打
腳
踢
す
。
身
が
侄
、
救
を
喊
す
。
身
、
聲
を
聞
き
、
人

と
約
し
救
に
出
で
て
、
該
衆
始
め
て
散
ず
。
沈
永
林
、
夏
正
賢
及
び
地
保
姚
永
昌
の
目
覩
の
證
す
べ
き
有
り
。
伏
し
て
思
ふ
に
、
身
が
侄

阿
和
、
襁
褓
に
父
を
喪う

し
なひ
、
現
、
寡
母
の
家
に
在
る
有
り
。
且
つ
四
房
は
惟
だ
此
の
一
子
の
み
。
今
該
惡
等
の
攢
毆
に
遭
ひ
、
以
て
兩
乳

傍
及
び
兩
肋
を
踢け

ら
れ
毆
ら
れ
し
て
、
受
く
る
に
重
傷
有
る
を
致
す
。
色
は
靑
紫
を
現
は
し
、
疼
を
呼
し
て
止
ま
ず
。
兩
日
來
日
に
一
日

を
重
ね
、
命
、
旦
夕
に
危
ふ
し
。
爲
に
亟す

み
やか
に
轅
に
擡
し
情
を
瀝
し
て
呈
叩
す
。
伏
し
て
大
老
爺
の
電
鑑
を
乞
ひ
、
驗
傷
提
究
を
恩
賜
さ

れ
、
以
て
村
惡
を
鋤
し
て
良
懦
を
安
ん
ず
る
こ
と
を
。
仁
を
沾か

う
むり
て
上
呈
す
。　

上
吿
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③ 

語 

釈

〈
具
呈
〉
下
か
ら
上
に
具
申
す
る
こ
と
。「
呈
」
と
は
一
般
人
民
が
当
事
者
と
し
て
出
す
意
。　〈
民
人
〉
士
人
と
区
別
さ
れ
る
庶
民
。　〈
地

保
〉
清
代
の
村
役
に
由
来
す
る
雑
役
、
連
絡
、
追
捕
な
ど
を
担
当
す
る
も
の
の
呼
称
。　〈
胞
姪
〉
母
親
を
同
じ
く
す
る
兄
弟
の
子
。　〈
襁

褓
〉
子
ど
も
を
背
負
う
帯
と
お
く
る
み
。
転
じ
て
乳
飲
み
子
を
い
う
。　〈
四
房
〉
夏
氏
一
族
の
う
ち
の
第
四
分
派
を
意
味
す
る
。　〈
電
鑑
〉

書
簡
に
用
い
る｢
見
る｣

の
敬
語
。

④ 

和 

訳

　
光
緒
元
年
六
月
二
一
日
（
一
八
七
五
年
七
月
二
三
日
）
受
理
　
民
人
夏
国
祥
（
歳 

六
七
歳
、
住
所 

武
山
三
〇
都
六
啚
、
小
地
名
東
河
、
庁
署
を
離

れ
る
こ
と
　
里
）
が
、
恨
み
に
よ
り
甥
が
集
団
リ
ン
チ
を
受
け
た
事
件
に
つ
い
て
情
け
あ
る
調
査
を
求
め
た
呈
状
。

　
恐
れ
な
が
ら
申
し
上
げ
ま
す
。
私
め
の
家
は
農
業
で
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。
先
ご
ろ
本
年
の
桑
葉
を
出
荷
す
る
際
、
隣
人
の
苪
茂
興
が

し
ば
し
ば
私
め
の
畑
に
来
て
桑
葉
を
盗
む
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
め
ら
叔
姪
は
奴や

つ

を
捕
ま
え
、
地
保
に
引
き
渡
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
ど
う
し
た
も
の
か
、
地
保
の
姚
永
昌
が
奴
に
荷
担
し
、
奴
を
釈
放
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
に
、
奴

は
改
心
す
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
仕
返
し
を
思
い
立
ち
、
今
月
一
八
日
の
夜
に
禍
を
起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
め
は
甥
の
阿
和
に
畑
の
そ
ば
で
苗
を
見
張
る
よ
う
命
じ
て
い
ま
し
た
。
は
か
ら
ず
も
苪
茂
興
は
私
め
の
甥
が
独
り
で
い
る
の
を
探
知

し
、
外
か
ら
し
き
り
に
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に
葉
興
発
、
秦
阿
三
、
苪
長
生
、
陳
紫
隆
ら
を
集
め
て
畑
に
行
き
、

阿
和
を
見
る
や
、
乱
暴
に
も
縛
り
上
げ
、
殴
る
蹴
る
の
暴
行
を
加
え
ま
し
た
。
甥
は
助
け
を
求
め
て
叫
び
ま
し
た
。
私
め
は
そ
の
声
を
聞

き
、
他
の
者
た
ち
を
誘
っ
て
助
け
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
連
中
は
よ
う
や
く
退
散
し
ま
し
た
。
そ
の
状
況
は
沈
永
林
、
夏
正
賢
、
お
よ

び
地
保
の
姚
永
昌
が
目
撃
し
て
お
り
、
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

　
伏
し
て
思
い
ま
す
に
、
私
め
が
甥
阿
和
は
幼
い
時
に
父
親
を
亡
く
し
、
現
在
は
母
親
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
夏
氏
の
四
房

に
は
こ
の
一
子
し
か
男
が
お
り
ま
せ
ん
。
い
ま
奴
ら
に
袋
叩
き
に
さ
れ
、
両
脇
胸
両
脇
腹
に
暴
行
を
受
け
、
重
傷
を
負
っ
て
し
ま
い
ま
し
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た
。
傷
は
青
紫
色
に
腫
れ
あ
が
り
、
痛
い
痛
い
と
叫
び
止
み
ま
せ
ん
。
こ
の
二
日
間
で
日
に
重
く
な
り
命
も
危
う
い
状
況
で
す
。

　
そ
の
た
め
お
役
所
に
出
向
い
て
事
情
を
述
べ
、
訴
え
た
次
第
で
す
。
ど
う
か
大
老
爺
様
に
は
御
覧
く
だ
さ
り
、
傷
を
お
調
べ
の
う
え
真

相
を
究
明
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
村
の
悪
者
を
一
掃
し
、
善
良
な
弱
者
た
ち
を
安
心
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
謹
ん
で
提
訴
い
た

し
ま
す
。

【
史
料
V
】　
書
影
6

夏
国
祥
呈
控
苪
茂
興
挟
仇
殴
傷
胞
姪
夏
阿
和
等
情
一
案
・
供
単
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
太
湖
庁
檔
案
』
第
二
三
冊‒

四
）

① 

原 

文
（〔
　
〕
内
は
後
か
ら
書
き
加
え
た
文
を
示
す
）

據
苪
茂
興
供
。
年
卅
歲
、
住
武
山
地
方
、
務
農
爲
業
。
小
的
與
夏
阿
和
仝
村
居
住
、
素
來
認
識
。
小
的
田
內
缺
少
秧
苗
、
曉
得
夏
阿
和
田

內
有
秧
、
不
合
糾
合
陳
紫
龍
、
秦
阿
三
、
苪
長
生
、
葉
興
發
等
、
向
他
田
內
偸
取
秧
苗
。
不
意
被
夏
阿
和
驚
覺
喊
捕
。
小
的
一
時
情
急
、
揪

住
夏
阿
和
、
用
拳
打
他
左
肋
二
拳
、
左
乳
下
一
拳
、
並
沒
有
踢
他
右
前
肋
等
處
。
後
來
夏
阿
和
喊
救
、
他
的
伯
父
夏
國
祥
、〔
同
沈
永
林
、

夏
正
賢
、
姚
永
昌
、
先
後
〕
尋
來
看
見
、
小
的
〔
倆
方
〕
放
手
走
散
的
。
實
係
爲
偸
秧
起
見
、
並
無
別
故
。
陳
紫
龍
等
〔
管
揪
辦
幫
打
、
秦

阿
三
幫
梱
、
那
二
人
都
未
動
手
〕
是
小
的
央
他
的
偸
竊
秧
苗
、
是
小
的
起
意
的
。
今
蒙
訊
斷
、
只
求
開
恩
、
就
是
了
。（
後
略
）

② 

訓 

読
（
口
語
史
料
の
た
め
省
略
）

③ 

語 

釈

〈
訊
斷
〉
尋
問
し
て
判
決
を
下
す
こ
と
。　〈
就
是
了
〉
文
末
に
も
用
い
、｢
そ
れ
で
よ
い｣

の
意
。

④ 

和 

訳

　
苪
茂
興
の
供
述
書
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
私
め
は
年
齢
三
〇
歳
、
武
山
地
方
に
住
み
、
農
業
を
生
業
に
し
て
い
ま
す
。
夏
阿
和
と
同
じ
村
に
住
ん
で
お
り
、
以
前
か
ら
知
り
合
い
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で
し
た
。

　
私
め
の
畑
に
は
苗
が
乏
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
夏
阿
和
の
畑
に
は
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
不
当
に
も
陳
紫
隆
、
秦
阿
三
、
苪

長
生
、
葉
興
発
ら
を
集
め
て
阿
和
の
畑
に
行
き
、
苗
を
盗
み
取
り
ま
し
た
。
思
い
が
け
ず
、
阿
和
に
気
づ
か
れ
ド
ロ
ボ
ー
と
叫
ば
れ
ま
し

た
。
私
め
は
そ
の
時
焦
っ
て
阿
和
を
捕
ま
え
、
拳
で
そ
の
左
胸
脇
を
二
度
、
左
胸
下
を
一
度
殴
り
ま
し
た
が
、
右
胸
前
脇
な
ど
の
場
所
を

蹴
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
後
に
な
っ
て
阿
和
が
助
け
を
求
め
る
と
、
伯
父
の
夏
国
祥
が
〔
沈
永
林
、
夏
正
賢
お
よ
び
姚
永
昌
と
と
も

に
前
後
し
て
〕
や
っ
て
来
ま
し
た
の
で
、
私
め
と
陳
紫
隆
〔
の
二
人
〕
は
手
を
離
し
て
逃
げ
去
り
ま
し
た
。

　
実
に
苗
を
盗
む
た
め
に
や
っ
た
こ
と
で
決
し
て
他
の
理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。
陳
紫
隆
ら
は
〔
阿
和
を
捕
ま
え
て
一
緒
に
殴
り
ま
し
た
。
秦

阿
三
は
縛
る
の
を
手
伝
い
ま
し
た
が
、
残
り
の
二
人
は
共
に
手
を
出
し
て
い
ま
せ
ん
〕
私
め
が
苗
を
盗
む
こ
と
を
頼
ん
だ
者
で
あ
り
、
私

め
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
い
ま
お
調
べ
、
お
裁
き
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
に
は
、
ひ
と
え
に
ご
恩
を
施
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
す
る
だ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
。

【
史
料
VI
】　
書
影
7

夏
国
祥
呈
控
苪
茂
興
挟
仇
殴
傷
胞
姪
夏
阿
和
等
情
一
案
・
牌
文
（『
太
湖
庁
檔
案
』
第
二
三
冊‒

七
）

① 

原 

文

本
府
爲
飭
提
事
。
據
三
十
都
六
圖
民
人
夏
國
祥
呈
稱
、
有
村
鄰
苪
茂
興
、
因
本
年
四
月
偸
身
桑
葉
、
經
身
與
侄
阿
和
見
獲
交
保
、
挾
讐
懷

恨
。
于
本
月
十
八
日
夜
、
身
胞
姪
阿
和
在
田
看
秧
、
苪
茂
興
探
知
獨
宿
、
遂
邀
同
葉
興
發
、
秦
阿
三
、
苪
長
生
、
陳
紫
隆
等
、
將
阿
和
縛

牢
踢
打
。
身
聞
聲
、
約
人
出
救
始
散
。
有
沈
永
林
、
夏
正
賢
及
地
保
姚
永
昌
目
睹
可
證
。
兩
乳
傍
兩
肋
受
有
重
傷
、
色
現
靑
紫
。
叩
求
驗

究
、
等
情
到
府
、
據
此
。
除
批
示
倂
驗
明
塡
單
外
、
合
飭
提
訊
。
爲
此
仰
役
協
保
、
立
提
被
吿
苪
茂
興
、
陳
紫
隆
、
並
傅
證
見
、
沈
永
林
、
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夏
正
賢
、
原
呈
夏
國
祥
、
及
該
地
保
、
限
卽
日
一
倂
解
府
、
以
憑
訊
究
。
去
後
毋
稍
刻
延
干
咎
。
速
速
須
牌
。

　
　
　
　
　

一
仰
値
日
役　

徐
澐　
　

添
差　

胡
堃

　
　
　
　

光
緖
元
年
六
月
廿
一
日　
　

書　

薛
巽
勤

　
　
　

太
湖
理
民
府
聶　
　

行　

② 

訓 

読

本
府
、
提
を
飭
す
る
が
爲
の
事
。
三
十
都
六
圖
民
人
夏
國
祥
の
呈
を
據う

け
て
稱
す
る
に
、
村
鄰
苪
茂
興
、
本
年
四
月
身
わ
た
く
し
め

が
桑
葉
を
偸
み
、

身
と
侄
阿
和
と
が
見
て
獲
し
て
保
に
交わ

た

す
を
經
る
に
因
り
、
讐
を
挾
み
恨
を
懷
く
有
り
。
本
月
十
八
日
夜
、
身
が
胞
姪
阿
和
、
田
に
在
り

て
看
秧
す
る
に
、
苪
茂
興
は
獨
宿
を
探
知
し
、
遂
に
葉
興
發
、
秦
阿
三
、
苪
長
生
、
陳
紫
隆
等
を
邀
同
し
て
、
阿
和
を
將
て
縛
牢
踢
打
す
。

身
、
聲
を
聞
き
、
人
と
約
し
て
救
に
出
で
て
始
め
て
散
ず
。
沈
永
林
、
夏
正
賢
及
び
地
保
姚
永
昌
の
目
睹
の
證
す
べ
き
も
の
有
り
。
兩
乳

傍
兩
肋
に
受
く
る
に
重
傷
有
り
。
色
は
靑
紫
を
現
は
す
。
驗
究
を
叩
求
す
、
等
の
情
あ
り
、
府
に
到
り
、
此
れ
を
據
く
。
批
示
倂
び
に
塡

單
を
驗
明
す
る
を
除
く
の
外
、
合ま

さ

に
提
訊
を
飭
す
べ
し
。
此
れ
が
爲
に
役
に
仰
し
て
保
と
協
し
、
立た
だ

ち
に
被
吿
苪
茂
興
、
陳
紫
隆
、
並
び

に
傅
證
見
、
沈
永
林
、
夏
正
賢
、
原
呈
夏
國
祥
及
び
該
地
保
を
提
し
、
卽
日
を
限
り
一
倂
府
に
解お

く

り
て
以
て
訊
究
に
憑
せ
し
む
。
去
後
、
稍

も
刻
延
し
て
咎
を
干
す
る
毋な

か
れ
。
速
速
須
す
べ
か
ら

く
牌
す
べ
き
も
の
な
り
。（
以
下
省
略
）

③ 

語 

釈

〈
塡
單
〉
調
書
等
の
書
類
を
い
う
。　〈
提
訊
〉
喚
問
。
裁
判
の
際
に
は
関
係
者
全
員
が
呼
び
出
さ
れ
た
。　〈
値
日
〉
当
番
の
意
。　〈
添
差
〉

追
加
し
た
差
役
の
意
。　〈
薛
巽
勤
〉
こ
れ
は
こ
の
文
書
を
書
い
た
胥
吏
の
名
で
あ
ろ
う
。

④ 

和 

訳

本
府
が
衙
役
に
対
し
関
係
者
の
召
喚
を
命
じ
た
件
。

　
三
〇
都
六
図
の
民
人
夏
国
祥
が
呈
状
で
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
隣
人
苪
茂
興
は
本
年
（
一
八
七
五
年
）
四
月
、
夏
国
祥
の
畑
の
桑
葉
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を
偸
み
、
夏
国
祥
と
そ
の
甥
阿
和
に
捕
ま
っ
て
地
保
に
引
き
渡
さ
れ
た
こ
と
で
恨
み
を
懐
い
た
。
今
月
一
八
日
（
一
八
七
五
年
七
月
二
〇
日
）

夜
、
阿
和
が
畑
で
苗
を
見
張
っ
て
い
た
時
、
苪
茂
興
は
彼
が
独
り
で
い
る
こ
と
を
探
知
し
、
つ
い
に
葉
興
発
、
秦
阿
三
、
苪
長
生
、
陳
紫

隆
ら
を
集
め
て
阿
和
を
縛
り
上
げ
、
殴
る
蹴
る
の
暴
行
を
加
え
た
。
夏
国
祥
が
、
そ
の
悲
鳴
を
聞
い
て
人
を
誘
っ
て
助
け
に
行
っ
た
こ
と

で
、
彼
ら
は
や
っ
と
退
散
し
た
。
沈
永
林
、
夏
正
賢
お
よ
び
地
保
姚
永
昌
の
目
撃
証
拠
が
あ
る
。
両
脇
胸
、
両
脇
腹
に
重
傷
を
受
け
、
青

紫
に
変
色
し
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
調
査
を
懇
願
す
る
、
と
の
こ
と
が
理
民
府
に
届
い
た
。
こ
の
た
め
書
面
で
指
示
し
調
書
を
作
成

す
る
と
と
も
に
、
喚
問
の
た
め
出
頭
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
こ
に
衙
役
に
対
し
地
保
と
協
力
し
て
、
た
だ
ち
に
被
告
苪
茂
興
、
陳
紫
隆
並
び
に
傅
証
見
、
沈
永
林
、
夏
正
賢
、
原
告
夏
国
祥
お
よ

び
該
地
保
を
召
喚
し
、
即
日
関
係
者
全
員
を
理
民
府
に
送
り
、
喚
問
に
備
え
る
こ
と
を
命
ず
。
こ
の
後
少
し
で
も
遅
れ
て
咎
め
を
受
け
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
せ
よ
。

　
右
、
急
ぎ
牌
に
て
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。（
以
下
省
略
）

【
解
説
】

　
告
訴
状
は
大
き
く
分
け
て
原
告
が
提
出
す
る
も
の
を
告
状
と
い
い
、
被
告
が
反
論
の
た
め
に
提
出
す
る
も
の
を
訴
状
と
い
い
、
両
者
を

ま
と
め
て
呈
状
と
い
っ
た
。

　
こ
の
「
夏
国
祥
呈
控
苪
茂
興
挟
仇
殴
傷
胞
姪
夏
阿
和
等
情
一
案
」
と
題
す
る
一
件
文
書
は
全
部
で
二
三
件
か
ら
な
り
、
告
訴
状
以
下
、
関

係
者
か
ら
の
事
情
聴
取
、
検
証
報
告
が
続
き
、
判
決
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　【
史
料
IV
】
の
告
訴
状
は
「
呈
状
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
武
山
三
〇
都
六
啚
に
住
む
民
人
夏
国
祥
が
同
じ
村
に
住
む
苪
茂
興
ら
に
対
し
、

夏
国
祥
の
甥
阿
和
に
恨
み
を
抱
い
て
暴
行
し
た
と
し
て
訴
え
た
告
状
で
あ
る
。
光
緒
元
年
六
月
二
一
日
（
一
八
七
五
年
七
月
二
三
日
）
に
受

理
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
よ
り
裁
判
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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　【
史
料
V
】
は
夏
国
祥
に
訴
え
ら
れ
た
苪
茂
興
が
事
情
聴
取
さ
れ
て
供
述
し
た
供
単
（
供
述
記
録
）
で
あ
る
。
官
署
の
役
人
が
彼
ら
の
証

言
を
聴
き
取
っ
て
記
録
し
た
た
め
、
白
話
の
走
り
書
き
に
な
っ
て
い
る
（
書
影
6
参
照
）。「
陳
紫
龍
」
は
陳
紫
隆
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の

紙
に
は
さ
ら
に
陳
紫
隆
と
地
保
の
姚
永
昌
の
供
述
が
併
せ
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

　【
史
料
VI
】
は
「
牌
」
と
呼
ば
れ
る
上
級
官
庁
か
ら
下
級
官
庁
に
出
し
た
下
行
文
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
太
湖
庁
同
知
が
不
特
定
多
数
の

衙
役
に
与
え
た
指
令
書
を
い
う
。
苪
茂
興
ら
の
供
述
を
受
け
、
呈
状
で
は
名
前
が
挙
が
ら
な
か
っ
た
沈
永
林
と
夏
正
賢
を
含
む
関
係
者
の

召
喚
を
衙
役
に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
滋
賀
秀
三
氏
は
台
湾
の
新
竹
に
遺
さ
れ
た
清
代
の
地
方
檔
案
『
淡
新
檔
案
』
の
指
令
書
の
説
明
と

し
て
、「
細
字
で
長
官
の
肩
書
姓
の
あ
と｢

為
云
云
事｣

と
書
き
起
す
一
篇
の
文
章
の
あ
と
、
行
を
か
え
て｢

一
　
票
　
仰｣

な
ど
飛
び
と

び
の
三
文
字
を
標
目
的
に
記
し
、
あ
と
は
余
白
に
し
て
一
紙
の
左
端
の
方
に
日
付
、
そ
れ
に
か
ぶ
せ
る
よ
う
に
県
の
公
印
を
捺
し
、
さ
ら

に
そ
の
左
に｢

正
堂
某｣

と
大
書
（
稀
れ
に
は
た
ん
に
「
稿
」
の
一
文
字
を
大
書
）
し
た
下
に
、
恰
も
花
押
の
よ
う
に
個
性
的
な
筆
勢
で
「
行
」

の
一
字
を
記
す
と
い
う
様
式
の
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
胥
吏
が
き
れ
い
に
楷
書
で
書
い
て
提
出
し
た
も
の
に
、
長
官
（
ま
た
は
幕
友
）
が
幾

分
ぞ
ん
ざ
い
な
筆
致
で
句
読
点
を
打
っ
た
り
人
名
の
横
に
傍
線
を
引
い
た
り
な
ど
し
な
が
ら
閲
読
確
認
し
、
そ
し
て
殆
ん
ど
例
外
な
く
大

な
り
小
な
り
添
削
の
筆
を
加
え
る
。
最
後
の｢
行｣
字
は
裁
可
の
サ
イ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
墨
筆
で
あ
る
が｢

行｣

字
に
か
ぶ
せ

て
長
官
の
個
人
印
が
捺
さ
れ
る
」（［
滋
賀
二
〇
〇
九
］
二
一
七
頁
）
と
い
う
。【
史
料
VI
】
の
文
書
も
お
お
む
ね
こ
の
説
明
に
当
て
は
ま
る
。

「
卽
」「
徐
澐
」「
添
差
胡
堃
」「
行
」
は
い
ず
れ
も
同
知
が
後
か
ら
書
き
加
え
て
い
る
（
書
影
7
参
照
）。

【
書
式
】

　
こ
の
呈
状
に
は
「
具
呈
　
人
　
　
年
　
　
歲
　
抱
呈
　
　
年
　
歲
　
住
　
山
　
　
都
　
啚
小
地
名
　
離
署
　
里
」
と
あ
ら
か
じ
め
記
さ

れ
た
不
動
文
字
の
空
欄
に
必
要
項
目
を
埋
め
、
以
下
、
縦
二
〇
×
横
一
五
の
三
〇
〇
の
桝
目
に
一
枡
一
字
が
記
さ
れ
て
い
る
（
書
影
5
参

照
）。
原
則
と
し
て
こ
の
書
式
は
守
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、《
太
湖
庁
檔
案
》
の
呈
状
に
は
そ
れ
に
従
っ
て
い
な
い
も
の
が
少
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な
か
ら
ず
あ
る
。

　
抱
抂
は
、
代
理
提
訴
の
意
。｢

抱
吿｣

と
も
い
う
。
滋
賀
秀
三
氏
の
『
淡
新
檔
案
』
に
基
づ
く
説
明
に
よ
れ
ば
、「
紳
衿
、
婦
女
、
老
幼

お
よ
び
残
疾
（
身
体
障
害
）
の
者
は
抱
告
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
以
外
の
者
は
抱
告
を
立
て
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
定
め
で
あ
っ

た
」
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
民
人
の
呈
状
で
は
「
抱
呈
」
は
空
欄
に
な
っ
て
い
る
。
抂
爲
～
事
は
、
呈
状
の
内
容
を
簡
略
に
示
す
題
名

を
意
味
す
る
。
竊
は
、
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
際
の
冒
頭
に
用
い
る
謙
辞
。「
ヒ
ソ
カ
ニ
オ
モ
フ
ニ
」
と
訓
じ
る
。

　
身
は
、「
私
め
」
を
意
味
す
る
卑
称
。
こ
こ
で
は
こ
の
字
を
一
人
称
に
用
い
て
い
る
。
ま
た
供
述
書
で
は
「
小
的
」
が
一
般
的
で
あ
る
。

大
老
爺
は
、
一
般
人
の
州
県
官
等
に
対
し
て
提
出
す
る
文
書
に
示
す
呼
称
と
し
て
訴
状
に
多
く
用
い
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
告
状
の
提
出
先

で
あ
る
太
湖
庁
同
知
を
指
し
て
い
る
。
據
～
抂
稱
～
等
情
～
據
此
は
、「
～
か
ら
の
呈
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
～
の
こ

と
で
あ
る
。
よ
っ
て
～
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
等
情
は
、
上
行
文
の
引
用
が
こ
こ
で
終
了
し
た
こ
と
を
示
す
慣
用
句
で
、「
等
語
」
も
同

じ
。
ち
な
み
に
下
行
文
や
同
等
官
庁
間
の
平
行
文
の
場
合
は
「
等
因
」
を
用
い
る
。

　
據
此
は
、
上
行
文
に
用
い
る
が
、
上
級
官
庁
か
ら
だ
と
「
奉
此
」、
同
等
官
庁
か
ら
だ
と
「
准
此
」
と
そ
れ
ぞ
れ
使
い
分
け
ら
れ
た
。
速

速
須
牌
は
、
牌
文
の
末
尾
に
つ
け
る
慣
用
句
で
あ
る
。「
速
速
」
は
下
に
対
し
て
迅
速
な
処
理
を
求
め
る
語
。「
須
牌
」
は
「
須
至
牌
者
」

の
略
。
本
来
は
「
必
ず
届
く
べ
き
も
の
」
と
い
う
意
味
だ
が
、
形
骸
化
し
て
「
右
、
～
ま
で
」
の
意
味
に
な
っ
て
い
る
。
仰
は
、
下
行
文

に
用
い
る
用
語
で
、
命
令
を
意
味
し
た
。
行
は
、
末
尾
に
大
書
き
さ
れ
、
責
任
者
が
そ
れ
を
許
可
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

滋
賀
秀
三
「
淡
新
檔
案
の
初
歩
的
知
識

―
訴
訟
案
件
に
現
わ
れ
る
文
書
の
類
型

―
」（『
東
洋
法
史
の
探
求

―
島
田
正
郎
博
士
頌
寿
記
念

論
集

―
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
所
収
、
の
ち
滋
賀
秀
三
『
続
・
清
代
中
国
の
法
と
裁
判
』
創
文
社
、
二
〇
〇
九
年
再
録
）

夫
馬
進
「
国
会
図
書
館
蔵
太
湖
庁
檔
案
に
見
る
訴
訟
と
裁
判
の
実
際

―
そ
の
初
歩
的
知
見

―
」（
永
田
英
正
編
『
中
国
出
土
文
字
資
料
の
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基
礎
的
研
究
』
科
研
報
告
書
、
一
九
九
三
年
所
収
）

范
金
民
「
太
湖
庁
檔
案
及
其
史
料
的
価
値
」（
朱
誠
如
・
王
天
有
主
編
『
明
清
論
叢
』
四
輯
、
北
京
、
紫
禁
城
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
の
ち
范
金
民

『
江
南
社
会
経
済
研
究
』
明
清
巻
、
南
京
、
中
国
農
業
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
所
収
）

五
　
清

代

巴

県

檔

案

【
解
題
】

　
巴
県
は
重
慶
府
の
府
城
が
置
か
れ
た
県
で
あ
り
、
嘉
陵
江
と
長
江
の
合
流
地
点
に
あ
っ
て
軍
事
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
四
川
東
部
の

政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
と
し
て
の
歴
史
を
保
ち
続
け
て
き
た
。

　
四
川
省
檔
案
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
清
代
四
川
地
方
檔
案
は
総
数
一
一
万
五
〇
〇
〇
巻
余
と
膨
大
な
数
に
及
ぶ
が
、
そ
の
な
か
で
も
巴

県
衙
門
の
行
政
文
書
で
あ
る
《
清
代
巴
県
檔
案
》
は
一
一
万
三
〇
〇
〇
巻
余
と
圧
倒
的
な
数
量
を
占
め
、
巴
県
の
内
政
、
経
済
、
軍
事
な

ど
の
状
況
を
長
い
ス
パ
ン
で
記
録
し
て
い
る
。　

　
檔
案
の
範
囲
は
乾
隆
二
二
年
（
一
七
五
七
）
か
ら
宣
統
三
年
（
一
九
一
一
）
ま
で
の
一
五
四
年
間
に
及
ぶ
も
の
で
、
現
在
確
認
さ
れ
る
限

り
に
お
い
て
も
っ
と
も
完
全
に
保
存
さ
れ
た
清
代
地
方
檔
案
と
い
え
る
。
一
九
六
〇
年
代
初
期
、
四
川
大
学
が
保
管
し
て
い
た
時
期
か
ら

す
で
に
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
三
年
に
成
都
市
内
に
建
設
さ
れ
た
四
川
省
檔
案
館
の
新
館
に
移
管
さ
れ
、
閲
覧
に
供
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
一
部
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
た
も
の
が
市
場
に
出
て
、
閲
覧
を
容
易
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
な
か
か
ら
い
く
つ
か
の
檔
案
を

選
ん
で
テ
ー
マ
別
に
整
理
し
、
活
字
化
し
た
も
の
に
四
川
大
学
歴
史
系
・
四
川
省
檔
案
館
主
編
『
清
代
乾
嘉
道
巴
県
檔
案
選
編
』（
成
都
、

四
川
大
学
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
と
『
清
代
巴
県
檔
案
匯
編
（
乾
隆
巻
）』（
北
京
、
檔
案
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
四
川
省
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檔
案
館
編
『
清
代
巴
県
檔
案
整
理
初
編
』
司
法
巻
・
乾
隆
朝
（
一
）（
二
）（
成
都
、
西
南
交
通
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
が
刊
行
さ
れ
、
鮮

明
な
カ
ラ
ー
写
真
の
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
史
料
VII
】

乾
隆
三
十
七
年
巴
県
勧
止
凶
討
逼
索
告
示
（『
清
代
巴
県
檔
案
整
理
初
編
』
司
法
巻
・
乾
隆
朝
（
一
））

① 

原 

文

署
重
慶
府
巴
縣
事
、
候
補
直
隸
州
正
堂
加
三
級
李　

爲
勸
止
兇
討
逼
索
以
免
禍
□
事
。
照
得
。
有
無
相
通
自
古
皆
然
。
日
用
賒
借
民
情
之

常
。
斷
未
有
賒
借
之
人
、
預
立
不
賞
之
心
。
要
之
、
境
處
順
逆
、
勢
有
難
易
。
試
見
、
有
者
不
待
討
而
自
行
淸
還
、
無
者
雖
坐
逼
强
索
、
終

不
外
袖
手
無
措
、
哀
求
寬
緩
之
詞
。
乃
不
原
情
酌
量
、
只
執
我
之
血
本
。
豈
容
拖
延
久
欠
。
獨
不
知
旦
夕
禍
福
每
多
起
於
纖
毫
。
一
經
釀

訟
、
小
則
戒
懲
、
大
則
擬
罪
。
斯
時
卽
追
獲
欠
項
、
身
已
受
累
匪
淺
。
爾
等
與
其
悔
之
於
後
不
若
愼
之
於
始
。
茲
屆
年
畢
、
正
値
索
討
歸

賑
之
際
。
其
中
不
無
賢
否
之
別
。
若
不
早
爲
開
導
、
恐
反
噬
之
禍
、
將
不
可
救
。
合
行
出
示
曉
諭
、
爲
此
仰
士
庶
客
民
人
等
一
體
知
悉
。
凡

一
切
賑
務
非
言
禁
止
勿
取
。
總
念
好
□
在
前
量
情
索
討
、
毋
庸
惡
言
兇
逼
致
滋
事
端
。
古
云
、
處
富
貴
之
境
、
須
知
貧
賤
的
痛
癢
。
立
旁

觀
之
地
、
要
思
局
內
人
苦
心
。
爾
等
宜
□
□
□
辭
、
切
莫
記
利
忘
義
、
身
陷
法
網
。
至
於
力
果
能
還
之
人
、
而
不
顧
面
目
羞
辱
、
希
圖
拖

騙
者
、
查
出
立
卽
按
法
究
追
、
決
不
姑
寬
。
特
□
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右　

諭　

通　

知
。

　
　
　

乾
隆
三
十
七
年
十
二
月
廿
日
示

　
　
　
　

吿
示
。

 

實
貼
太
和
場
曉
諭
。
勿
損
。　　

② 

訓 

読
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署
重
慶
府
巴
縣
事
、
候
補
直
隸
州
正
堂
加
三
級
李
、
兇
討
逼
索
を
勸
止
し
以
て
禍
□
を
免
か
れ
し
む
る
爲
の
事
。
照
し
得
た
り
。
有
無
相

通
ず
る
は
古
自よ

り
皆
な
然
り
。
日
用
の
賒し
や
し
や
く借は
民
情
の
常
な
り
。
斷
じ
て
未
だ
賒
借
の
人
の
預
あ
ら
か
じ

め
不
賞
の
心
を
立
つ
る
こ
と
有
ら
ず
。
之

れ
を
要
す
る
に
、
境
處
の
順
逆
、
勢
ひ
難
易
有
り
。
試
み
に
見
る
に
、
有
る
者
は
討
を
待
た
ず
し
て
自お

の

づ
か
ら
淸
還
を
行
ふ
も
、
無
き
者

は
坐
逼
强
索
す
る
と
雖
も
、
終つ

ひ

に
袖
手
し
て
措
く
無
く
、
寬
緩
の
詞
を
哀
求
す
る
に
外ほ
か

な
ら
ず
。
乃
ち
原
情
酌
量
せ
ず
、
只
だ
我
の
血
本

を
執
ら
ん
と
す
る
の
み
。
豈
に
拖
延
し
て
欠
を
久
し
く
す
る
を
容ゆ

る

さ
ん
や
。
獨
り
旦
夕
の
禍
福
は
每つ
ね

に
多
く
纖
毫
よ
り
起
こ
る
を
知
ら
ざ

る
な
り
。
一
た
び
釀
訟
を
經
ば
、
小
な
れ
ば
則
ち
戒
懲
、
大
な
れ
ば
則
ち
擬
罪
な
り
。
斯
の
時
、
卽た

と

ひ
欠
項
を
追
獲
す
る
も
、
身
は
已
に

累
を
受
く
る
こ
と
淺
か
ら
ず
。
爾
等
、
其
の
之
れ
を
後
に
悔
ゆ
る
よ
り
は
之
れ
を
始
め
に
愼
む
に
し
か
ず
。
茲こ

こ

に
年
畢
に
屆い
た

り
、
正
に
索

討
歸
賑
の
際
に
値あ

た

る
。
其
の
中
、
賢
否
の
別
無
き
に
あ
ら
ず
。
若
し
早
く
開
導
を
爲
さ
ざ
れ
ば
、
反
噬
の
禍
、
將ま
さ

に
救
ふ
べ
か
ら
ざ
ら
ん

こ
と
を
恐
る
。
合ま

行さ

に
出
示
し
て
曉
諭
す
べ
く
、
此
れ
が
爲
に
士
庶
客
民
人
等
に
仰
し
て
一
體
に
知
悉
せ
し
む
。
凡
そ
一
切
の
賑
務
は
禁

止
し
て
取
る
勿な

か
れ
と
言
ふ
に
非
ず
。
總
じ
て
念お
も

ふ
に
好
く
□
前
に
在
り
て
量
情
索
討
し
、
惡
言
兇
逼
し
て
事
端
を
滋
す
を
致
す
を
庸も
ち

ゐ

る
毋な

か
れ
。
古
に
云
へ
ら
く
、「
富
貴
の
境
に
處を

り
て
は
、
須
す
べ
か
ら

く
貧
賤
の
痛
癢
を
知
る
べ
し
。
旁
觀
の
地
に
立
ち
て
は
、
局
內
の
人
の
苦

心
を
思
ふ
べ
し
」
と
。
爾
等
宜
し
く
□
□
□
辭
、
切
に
利
を
記お

ぼ

え
て
義
を
忘
れ
、
身み
づ
から
法
の
網
に
陷は
ま

る
莫な

か
れ
。
力
果
た
し
て
能
く
還
す

る
の
人
な
る
も
、
面
目
羞
辱
を
顧
み
ず
、
拖
騙
を
希
圖
す
る
者
に
至
り
て
は
、
查
出
し
て
立た

だ
ち卽
に
法
に
按
じ
て
究
追
し
、
決
し
て
姑
寬
せ

ず
。
特
□
。
右
、
諭
し
て
通
知
す
。
乾
隆
三
十
七
年
十
二
月
廿
日
示
す
。
吿
示
。
太
和
場
に
實
貼
し
て
曉
諭
す
。
損
な
ふ
勿
か
れ
。

③ 

語 

釈

〈
直
隸
州
〉
府
に
属
さ
ず
省
に
直
属
す
る
州
。　〈
正
堂
〉
知
事
の
別
称
。　〈
李
〉
不
詳
。　〈
原
情
〉
事
情
を
了
解
す
る
こ
と
。「
酌
量
」
に

同
じ
。　〈
血
本
〉
苦
労
の
結
果
得
た
元
手
を
い
う
。　〈
欠
項
〉
借
金
の
こ
と
。　〈
曉
諭
〉
布
告
し
て
諭
す
こ
と
。　〈
士
庶
客
民
人
〉
士
人
、

庶
民
、
商
人
、
人
民
の
総
称
。　〈
法
網
〉
法
律
を
張
り
巡
ら
し
た
網
に
譬
え
た
表
現
。　〈
場
〉
江
南
で
い
う
市
鎮
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
タ
ウ
ン
）

の
意
。
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④ 

和 

訳

署
重
慶
府
巴
県
事
、
候
補
直
隷
州
正
堂
加
三
級
李
が
告
示
し
て
、
暴
力
に
よ
る
借
金
返
済
の
強
要
を
忠
告
に
よ
っ
て
止
め
さ
せ
、
禍
を
免

れ
る
よ
う
に
さ
せ
る
件
。

　
照
得
。
有
無
相
い
通
ず
る
の
は
昔
か
ら
み
な
そ
う
で
あ
る
。
日
用
の
借
金
は
民
情
の
常
で
あ
る
。
最
初
か
ら
返
済
す
る
気
が
な
い
の
に

借
金
す
る
者
は
断
じ
て
い
な
い
。
要
す
る
に
、
境
遇
が
順
逆
か
ど
う
か
で
、
そ
の
返
済
状
況
に
難
易
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
試
み
に
見
れ

ば
、
持
て
る
者
は
催
促
し
な
く
と
も
お
の
ず
と
返
済
す
る
が
、
持
た
な
い
者
は
強
引
に
迫
っ
て
も
な
い
袖
は
振
れ
ず
、
寛
緩
の
言
葉
を
哀

願
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
爾
ら
は
情
状
を
酌
量
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
自
分
の
元
手
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
。
ど
う
し
て
返
済
を
長
く

引
き
延
ば
す
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。
爾
ら
は
日
常
の
禍
福
は
常
に
些
細
な
こ
と
か
ら
起
こ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。
ひ
と
た
び
訴
訟

に
な
れ
ば
、
小
さ
け
れ
ば
懲
戒
、
大
き
け
れ
ば
罪
に
問
わ
れ
る
。
そ
の
時
か
り
に
滞
納
分
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
自
分

の
身
に
は
浅
か
ら
ぬ
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
後
に
な
っ
て
後
悔
す
る
く
ら
い
な
ら
始
め
に
気
を
つ
け
た
方
が
よ
い
。
年
の
終
り
の

返
済
督
促
の
時
に
当
た
る
。
爾
ら
に
賢
否
の
別
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
早
め
に
教
え
導
か
な
け
れ
ば
、
相
手
か
ら
恩
を
仇
で
返
す

禍
に
あ
っ
て
救
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
告
示
を
出
し
て
諭
し
、
こ
こ
に
み
な
の
者
に
知
ら
し
め
る
。
借
金
の
取
り
立
て
を

す
べ
て
や
る
な
と
い
う
の
で
は
な
い
。
要
は
事
前
に
事
情
を
斟
酌
し
て
取
り
立
て
る
こ
と
を
考
え
、
悪
言
や
暴
力
で
も
っ
て
ご
た
ご
た
を

起
こ
す
必
要
は
な
い
と
い
う
の
だ
。「
富
貴
の
境
遇
に
あ
っ
て
は
貧
賎
の
痛
癢
を
知
り
、
旁
観
の
地
に
立
っ
て
は
当
事
者
の
苦
心
を
思
う
べ

し
」
と
昔
か
ら
い
う
で
は
な
い
か
。
爾
ら
宜
し
く
□
□
□
、
利
を
覚
え
て
義
を
忘
れ
、
自
ら
法
の
網
に
は
ま
ら
な
い
よ
う
に
せ
よ
。
返
済

能
力
が
あ
る
の
に
恥
面
目
を
顧
み
ず
騙
し
て
返
済
の
引
き
延
ば
し
を
も
く
ろ
む
債
務
者
に
つ
い
て
は
、
調
べ
出
し
て
た
だ
ち
に
法
に
基
づ

い
て
追
究
し
、
決
し
て
大
目
に
は
見
な
い
。
ま
ず
は
告
示
す
る
。

　
右
、
諭
し
て
通
知
す
る
。
乾
隆
三
七
年
一
二
月
二
〇
日
（
一
七
七
二
年
一
月
一
二
日
）
告
示
。
太
和
場
に
実
際
に
貼
り
出
し
、
説
諭
す
る
。

捐
っ
て
は
な
ら
な
い
。
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【
史
料

VIII
】

乾
隆
五
十
二
年
孝
里
一
甲
楊
文
玉
控
陳
尚
仁
来
家
頼
要
銀
銭
案
・
乾
隆
五
十
二
年
五
月
二
十
六
日
楊
文
玉
報
状
（『
清
代
巴
県
檔
案
整
理
初
編
』

司
法
巻
・
乾
隆
朝
（
二
））

① 

原 

文

　

具
報
狀
人
楊
文
玉
係
本
邑
人
、
住
孝
里
一
甲
、
離
城
十
里
。
年
五
十
歲
。
抱

　

報
爲
報
懇
驗
究
緣
約
押
領
事
。
緣
、
蟻
妻
故
子
幼
、
母
年
八
十
有
餘
。
去
冬
蟻
往
瀘
州
生
理
。
有
陳
尙
仁
與
妻
方
氏
、
家
貧
得
病
、
家

具
衣
物
賣
盡
、
日
食
無
度
。
陳
尙
仁
自
請
、
媒
何
仕
奇
哀
求
蟻
母
、
將
方
氏
嫁
蟻
爲
室
。
蟻
不
在
家
、
套
母
出
錢
二
千
五
百
文
、
趕
蟻

回
家
。
臘
月
二
十
八
日
、
尙
仁
立
手
模
婚
書
。
伊
領
錢
調
醫
、
在
弟
陳
尙
禮
・
尙
義
家
傭
工
、
被
尙
禮
等
刁
唆
。
本
月
十
五
日
、
尙
仁

同
母
來
蟻
家
、
蠆
賴
要
錢
。
蟻
思
方
氏
年
已
四
十
五
歲
、
遵
母
命
承
娶
、
活
伊
夫
婦
兩
命
。
蟻
愚
朴
畏
禍
□
□
方
氏
退
還
。
殊
惡
賴
鐵

心
堅
持
尖
刀
、
戳
傷
方
氏
左
腿
倂
右
手
掌
。
血
流
血
衣
、
昏
死
三
次
。
蟻
投
鄕
約
楊
志
與
何
仕
奇
看
明
。
恐
方
氏
不
測
、
報
懇
驗
究
、
倂

將
婚
書
庚
帖
呈
繳
。
押
伊
弟
兄
領
回
方
氏
、
杜
患
安
業
。
沾
恩
伏
乞
。

太
爺
臺
前
俯
准
施
行
。
內
具
副
狀
。
計
繳
婚
書
・
庚
帖
二
張
。

特
調
四
川
重
慶
府
巴
縣
正
堂
加
三
級
紀
錄
五
次
軍
功
紀
錄
三
次
衷　

批
准
驗
訊
婚
約
存
質
。

　

乾
隆
五
十
二
年
五
月
十
六
日 

具
報
狀
人
楊
文
玉

被
報
陳
尙
仁
、
主
唆
陳
尙
禮
・
陳
尙
義  

歇
家
太
平
坊
王
店　

干
證
媒
人
何
仕
奇　

約
鄰
楊
志
・
陳
萬
言

② 

訓 

読

報
狀
を
具
す
る
の
人
楊
文
玉
は
本
邑
の
人
に
係
り
、
孝
里
一
甲
、
城
を
離
る
る
こ
と
十
里
に
住
む
。
年
は
五
十
歲
。
抱

報
じ
て
緣
約
の
押
領
を
驗
究
す
る
を
報
懇
す
る
爲
の
事
。
緣
、
蟻

わ
た
く
し
め

は
妻
故み
ま
かり
子
幼
く
、
母
は
年
八
十
有
餘
な
り
。
去
冬
蟻
は
瀘
州
に
往
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き
て
生
理
す
。
陳
尙
仁
と
妻
方
氏
有
り
、
家
貧
し
く
病
を
得
て
、
家
具
衣
物
を
賣
り
盡
し
、
日
々
の
食
も
度
す
る
無
し
。
陳
尙
仁
自
ら
請

ひ
、
何
仕
奇
を
媒
し
て
蟻
の
母
に
哀
求
し
て
、
方
氏
を
將
て
蟻
に
嫁
し
て
室
と
爲
さ
ん
と
す
。
蟻
、
家
に
在
ら
ず
、
母
を
套
し
て
錢
二
千

五
百
文
を
出
さ
し
め
、
蟻
の
回
家
を
趕か

ん

せ
ん
と
す
。
臘
月
二
十
八
日
、
尙
仁
は
立
ち
ど
こ
ろ
に
婚
書
を
手
模
す
。
伊か
れ

は
錢
を
領
し
て
調
醫

し
、
弟
陳
尙
禮
・
尙
義
の
家
に
在
り
て
傭
工
す
る
に
、
尙
禮
等
に
刁
唆
せ
ら
る
。
本
月
十
五
日
、
尙
仁
、
母
と
同と

も

に
蟻
の
家
に
來
、
蠆た
い

賴ら
い

し
て
錢
を
要も
と

む
。
蟻
、
方
氏
の
年
已
に
四
十
五
歲
な
る
を
思
ふ
も
、
母
の
命
に
遵
ひ
て
娶
を
承
け
、
伊
の
夫
婦
の
兩
命
を
活
か
せ
り
。
蟻
、

愚
朴
に
も
禍
を
畏
れ
、
方
氏
を
□
□
し
て
退
還
せ
ん
と
す
。
殊こ

と

に
惡
賴
は
鐵
心
に
も
尖
刀
を
堅
持
し
、
方
氏
の
左
腿
倂
せ
て
右
手
の
掌
を

戳た
く
し
や
う
傷
す
。
血
は
血
衣
に
流
れ
、
昏
死
す
る
こ
と
三
次
な
り
。
蟻
は
鄕
約
の
楊
志
と
何
仕
奇
と
に
投
じ
て
看
明
せ
し
む
。
方
氏
の
不
測
を
恐

れ
、
報
じ
て
驗
究
を
懇ね

が

ひ
、
倂
せ
て
婚
書
・
庚
帖
を
將
て
呈
繳
す
。
伊
の
弟
兄
に
押
し
て
方
氏
を
領
回
せ
し
む
れ
ば
、
患
を
杜
ぎ
業
に
安

ん
ぜ
ん
。
恩
に
沾あ

づ

か
り
伏
し
て
乞
ふ
。

太
爺
臺
前
に
施
行
を
俯
准
す
。　

內
に
副
狀
を
具
す
。
計
繳
の
婚
書
・
庚
帖
二
張
。

特
調
四
川
重
慶
府
巴
縣
正
堂
加
三
級
紀
錄
五
次
軍
功
紀
錄
三
次
衷　
「
婚
約
を
驗
訊
し
質
に
存
す
る
を
准
す
」
と
批
す
（
以
下
省
略
）

③ 

語 

釈

〈
緣
約
〉
婚
約
・
結
婚
の
誓
約
書
。　〈
押
領
〉
威
力
を
も
っ
て
他
人
の
も
の
を
奪
取
す
る
こ
と
。　〈
緣
〉
本
稿
二
〇
五
頁
参
照
。　〈
蟻
〉「
私

め
」
を
意
味
す
る
卑
称
。「
小
的
」
と
も
い
う
。
報
状
で
は
謙
譲
の
意
味
を
込
め
て
小
さ
く
右
に
寄
せ
て
書
い
た
。　〈
瀘
州
〉
四
川
瀘
州
直

隷
州
。　〈
臘
月
〉
陰
暦
一
二
月
の
別
称
。　〈
婚
書
〉
結
婚
の
誓
約
書
。「
婚
約
」
と
も
い
う
。　〈
傭
工
〉
雇
用
労
働
者
。　〈
鄕
約
〉
村
の
公

務
を
司
っ
た
保
長
な
ど
を
い
う
。　〈
庚
帖
〉
生
ま
れ
た
年
月
日
時
を
干
支
で
書
き
表
し
た
書
き
つ
け
。　〈
太
爺
〉
知
県
の
尊
称
。　〈
臺
前
〉

相
手
に
対
す
る
尊
称
。　〈
俯
准
〉
同
意
を
求
め
る
丁
寧
語
。　〈
衷
〉
巴
県
知
県
衷ち

ゅ
う
い
く
ん

以
壎
。
江
西
南
昌
の
人
。
乾
隆
四
九
年
任
（
民
国
『
巴
県

志
』
巻
六
）。　〈
驗
訊
〉
取
り
調
べ
る
こ
と
。　〈
存
質
〉
保
存
し
て
問
い
た
だ
し
に
備
え
る
こ
と
。　〈
歇
家
〉
裁
判
の
際
に
原
被
告
の
身
分

を
保
障
す
る
宿
屋
。｢

太
平
坊
王
店
」
と
あ
る
の
は
太
平
坊
に
あ
る
王
の
店
の
意
か
。　〈
干
證
〉
事
件
の
関
係
証
人
。　〈
媒
人
〉
仲
人
。　
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〈
約
鄰
〉
郷
約
に
同
じ
。

④ 
和 

訳

報
状
で
申
し
立
て
た
楊
文
玉
は
本
県
の
者
で
あ
り
、
孝
里
一
甲
、
城
か
ら
一
〇
里
の
場
所
に
住
む
。
年
は
五
〇
歲
。

　
結
婚
の
協
約
で
無
理
に
金
を
得
よ
う
と
し
た
こ
と
に
対
し
究
明
を
懇
願
す
る
案
件
。

　
私
め
の
妻
は
す
で
に
亡
く
な
り
、
子
は
ま
だ
幼
く
、
母
は
年
八
〇
あ
ま
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
去
年
の
冬
、
私
め
は
商
い
で
瀘
州
に
行
き

ま
し
た
。
陳
尚
仁
と
妻
の
方
氏
は
貧
し
く
病
に
罹
り
、
家
具
や
衣
服
を
売
り
つ
く
し
、
日
々
の
食
糧
に
も
事
欠
く
あ
り
さ
ま
で
し
た
。
そ

の
た
め
陳
尚
仁
は
自
ら
の
意
思
で
、
何
仕
奇
を
媒
人
に
立
て
、
母
に
方
氏
を
私
め
の
妻
に
す
る
こ
と
を
哀
願
し
ま
し
た
。
私
め
は
不
在
だ
っ

た
た
め
、
母
を
丸
め
こ
ん
で
二
五
〇
〇
文
を
出
さ
せ
る
よ
う
に
し
、
私
め
の
帰
郷
を
求
め
ま
し
た
。

　
一
二
月
二
八
日
（
一
七
五
二
年
二
月
一
六
日
）、
陳
尚
仁
は
た
ち
ま
ち
婚
書
に
署
名
し
て
来
ま
し
た
。
彼
は
錢
を
受
け
取
る
と
元
気
に
な
り
、

弟
の
陳
尚
礼
・
尚
義
の
家
で
傭
工
に
な
る
に
お
よ
ん
で
、
尚
礼
ら
に
そ
そ
の
か
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
今
月
一
五
日
（
一
七
五
二
年
六
月
二

九
日
）
に
尚
仁
は
母
を
伴
っ
て
私
め
の
家
に
来
、
悪
辣
に
も
金
を
要
求
し
ま
し
た
。
私
め
は
方
氏
の
年
が
す
で
に
四
五
歲
だ
っ
た
こ
と
を

思
い
ま
し
た
が
、
母
の
言
い
付
け
に
遵
っ
て
娶
る
こ
と
に
同
意
し
、
彼
ら
夫
婦
両
名
の
命
を
救
っ
て
や
っ
た
の
で
す
。

　
私
め
は
愚
か
に
も
こ
れ
以
上
の
禍
を
畏
れ
、
方
氏
を
□
□
し
て
返
還
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
不
良
ど
も
は
無
慈
悲
に
も
鋭

い
刀
を
携
え
、
方
氏
の
左
腿
な
ら
び
に
右
手
の
掌
を
突
き
刺
し
て
傷
を
負
わ
せ
ま
し
た
。
血
は
衣
服
を
染
め
、
気
を
失
う
こ
と
三
度
に
及

び
ま
し
た
。
私
め
は
郷
約
の
楊
志
と
何
仕
奇
に
頼
ん
で
調
べ
さ
せ
ま
し
た
。

　
方
氏
の
不
測
の
事
態
を
恐
れ
、
報
告
し
て
究
明
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
、
併
せ
て
婚
書
と
庚
帖
を
提
出
い
た
し
ま
す
。
彼
の
兄
弟
ら
に

方
氏
を
引
き
取
ら
せ
れ
ば
、
心
配
が
な
く
な
り
、
安
心
し
て
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
恩
恵
に
あ
ず
か
り
伏
し
て
お
願
い
す
る

次
第
で
す
。（
以
下
省
略
）



236



【
解
説
】

　【
史
料
VII
】
は
巴
県
知
県
代
理
の
李
某
が
乾
隆
三
七
年
一
二
月
二
〇
日
（
一
七
七
三
年
一
月
一
二
日
）
に
出
し
た
告
示
で
あ
る
。
告
示
と
は

地
方
官
僚
が
一
般
に
所
属
の
士
民
に
対
し
て
訓
示
を
与
え
る
た
め
に
官
署
の
門
前
等
に
貼
り
出
し
た
公
文
書
で
あ
る
（
告
示
に
つ
い
て
は

「
八
　
碑
刻
資
料
」
参
照
）。《
清
代
巴
県
檔
案
》
に
は
実
際
に
用
い
ら
れ
た
告
示
の
原
件
が
少
な
か
ら
ず
収
め
ら
れ
て
お
り
、
公
牘
に
掲
載

さ
れ
た
告
示
と
は
一
味
異
な
る
感
を
呈
し
て
い
る
。

　【
史
料

VIII
】
は
巴
県
孝
里
の
民
人
楊
文
玉
が
佃
戸
の
陳
尚
仁
の
妻
方
氏
を
妻
に
し
て
貧
窮
を
救
っ
て
や
っ
た
が
、
陳
は
さ
ら
に
金
を
求
め
、

逆
恨
み
で
方
氏
に
け
が
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
当
時
の
結
婚
証
書
を
添
え
て
知
県
に
提
出
し
た
報
状
、
す
な
わ
ち
事
の
次
第

を
報
告
し
た
通
告
状
で
あ
る
。
楊
文
玉
は
火
種
に
な
っ
た
方
氏
を
陳
の
兄
弟
た
ち
に
返
還
す
る
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
知
県
は
婚
書
を
調

査
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
い
る
。

【
書
式
】

　
署
は
、
官
吏
が
死
亡
や
免
官
等
の
事
情
で
不
在
に
な
っ
た
際
、
他
の
官
吏
が
代
理
す
る
こ
と
。
候
補
は
、
吏
部
ま
た
は
兵
部
の
補
用
ま

た
は
銓
衡
に
よ
っ
て
初
め
て
実
職
に
就
く
官
吏
を
い
う
。
こ
こ
で
は
「
直
隷
州
の
長
官
」
の
実
職
を
待
っ
て
い
た
李
某
が
巴
県
の
知
県
代

理
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
照
得
は
、
下
級
官
庁
に
宛
て
た
文
書
の
冒
頭
に
用
い
た
慣
用
語
。「
参
照
し
た
と
こ
ろ
で
は
」
が
本

来
の
意
味
で
あ
る
が
、「
陳
者
」
同
様
に
形
骸
化
し
て
い
る
。「
テ
ラ
シ
エ
タ
リ
」
と
訓
読
す
る
。
合
行
出
示
曉
諭
、
爲
此
仰
～
等
一
體
知

悉
は
、
告
示
に
見
ら
れ
る
定
型
句
。
告
示
の
本
文
で
は
あ
る
種
の
状
況
を
説
明
し
、
そ
の
状
況
に
対
し
、「
ま
さ
に
告
示
を
出
し
て
諭
し
、

こ
れ
に
よ
り
〔
通
知
対
象
者
〕
に
申
し
渡
し
て
知
ら
し
め
る
」
と
し
て
、
今
後
起
こ
り
う
る
違
法
行
為
に
対
し
て
自
己
の
所
見
を
伝
え
る

の
が
一
般
で
あ
っ
た
。
出
示
曉
諭
は
、
告
示
で
諭
す
こ
と
、
爲
此
は
、「
こ
こ
に
」
の
意
味
、
一
體
は
、「
全
体
に
」
の
意
味
が
そ
れ
ぞ
れ

あ
る
。
特
□
は
、「
特
」
の
後
の
字
は
読
め
な
い
が
、
通
常
告
示
の
場
合
「
示
」
が
入
り
、「
ま
ず
は
告
示
す
る
」
と
い
う
結
束
の
定
型
句
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に
な
る
。
實
貼
太
和
場
は
、
こ
の
告
示
が
「
太
和
」
と
い
う
市
鎮
に
実
際
に
貼
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
報
狀
は
、
呈
状
と
同
じ
よ
う
に
縦
二
三
×
横
一
五
の
桝
目
に
収
ま
る
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
一
字
一
桝
に
書
き
込
ま
れ
た
。
抱
は
、
抱

告
す
な
わ
ち
代
理
人
が
文
書
を
提
出
す
る
場
合
に
そ
の
氏
名
を
記
す
こ
と
。
伏
乞
は
、｢

伏
し
て
～
を
乞
ふ
」
と
読
み
、
上
行
文
に
お
け
る

請
求
語
と
し
て
、
文
の
末
尾
に
つ
け
る
。
報
状
を
受
け
取
っ
た
知
県
は
す
で
に
「
特
調
四
川
重
慶
府
巴
県
正
堂
加
三
級
紀
録
五
次
軍
功
紀

録
三
次
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
文
の
後
に
コ
メ
ン
ト
を
書
き
入
れ
た
。
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